
１月30日㈫、節分の行事「おにさんバイバイ」が浜
田公民館で行われ、未就学児と保護者約30人が参加し
ました。会場に石見神楽の鬼が現れると、泣き出した
り逃げたしたりする子もいましたが、お手玉を投げて
鬼を退治し、鬼は謝りながら逃げていきました。
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地
方
税
法
な
ど
の
規
定
に
よ
り
督
促
状
を

送
付
し
ま
す
（
督
促
手
数
料
が
か
か
り
ま

す
）。
ま
た
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
さ

れ
る
日
数
に
応
じ
て
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。連

絡
や
相
談
が
な
く
、
納
付
が
な
い
状
態

が
続
く
と
、　

官
公
庁
・
金
融
機
関
・
勤
務

先
な
ど
へ
の
財
産
調
査
、
場
合
に
よ
っ
て
は

自
宅
な
ど
の
捜
索
を
行
い
、財
産（
預
貯
金・

給
与
・
年
金
・
生
命
保
険
・
自
動
車
な
ど
）

の
差
押
え
や
公
売
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
い

ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は
下
記
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課
収
納
係　
（
☎
�
９
２
４
０
）

● 

市　
税

　

入
札
へ
の
参
加
や
、
補
助
金
の
受
給
が

で
き
な
く
な
る
な
ど
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

制
限
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

● 

国
民
健
康
保
険
料

　

保
険
証
の
代
わ
り
に
、
有
効
期
間
の
短

い
「
短
期
被
保
険
者
証
」
や
、
い
っ
た
ん

医
療
費
の
全
額
を
自
己
負
担
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
「
資
格
証
明
書
」
を
交
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

● 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

保
険
証
の
代
わ
り
に
、
有
効
期
間
の
短

い
「
短
期
被
保
険
者
証
」
を
交
付
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
収
納
係

（
☎
�
９
２
４
０
）

● 

介
護
保
険
料

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
自
己
負
担
割

合
が
３
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
や
施
設
利
用
時
の
食
費
・
居

住
費
の
軽
減
が
適
用
さ
れ
な
く
な
る
な

ど
、
未
納
の
期
間
に
応
じ
て
介
護
給
付
を

制
限
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護
保
険
課

（
☎
�
１
５
２
０
）

● 

市
営
住
宅
使
用
料

　

連
帯
保
証
人
に
支
払
い
の
請
求
を
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
納
付
に
誠
意
が
見
ら
れ
な
い
と

き
に
は
、
裁
判
所
を
通
じ
た
財
産
の
差
押

え
や
、
住
宅
の
明
け
渡
し
を
請
求
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係

（
☎
�
９
６
３
０
）

● 

保
育
所
（
園
）
保
育
料

　

財
産
の
差
押
え
な
ど
法
律
に
基
づ
く
滞

納
処
分
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

● 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
負
担
金

　

３
か
月
以
上
滞
納
し
た
場
合
は
、
退
会

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
保
育
係

（
☎
�
９
３
３
０)

● 

幼
稚
園
保
育
料

　

３
か
月
以
上
滞
納
し
た
場
合
は
、
通
園

を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

（
☎
�
９
７
０
０
）

● 
上
水
道
・
簡
易
水
道
料
金

　

督
促
手
数
料
を
加
算
し
て
請
求
し
ま
す
。

　

ま
た
、督
促
後
、納
付
が
な
い
場
合
は
、

給
水
を
停
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
部
管
理
課
業
務
係

（
☎
�
９
９
０
３
）

● 

下
水
道
使
用
料

● 

下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
金
・
分
担
金  　

　

督
促
手
数
料
を
加
算
し
て
請
求
し
ま
す
。

　

ま
た
、督
促
後
、納
付
が
な
い
場
合
は
、

財
産
の
差
押
え
な
ど
法
律
に
基
づ
く
滞
納

処
分
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
部
下
水
道
課
管
理
係

（
☎
�
９
６
４
０
）

平成28年度　差押え状況
財産の種類 差押件数

預貯金 132件

国税還付金 41件

生命保険 22件

給与 5件

そのほか 13件

合計 213件

自動車の差押え（タイヤロック）

　

病
気
や
災
害
、失
業
、事
業
の
廃
止
な
ど
、

や
む
を
得
な
い
理
由
で
一
時
的
に
市
税
な
ど

を
納
期
内
に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
は
、

納
付
の
猶
予
や
分
割
納
付
、
減
免
な
ど
が
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
放

置
せ
ず
、
市
役
所
に
来
ら
れ
る
か
、
又
は
電

話
で
担
当
課
に
、
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

　

皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
市
税
・
保
険
料
・

使
用
料
・
負
担
金
な
ど
は
、
教
育
、
福
祉
、

公
共
施
設
の
運
営
や
整
備
、
各
種
保
険
事
業

や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
実
施
し
、
市
民
全
員
が

安
心
し
て
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要

と
な
る
大
切
な
財
源
で
す
。

　

市
で
は
、
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
る
人

や
事
業
所
に
対
し
て
、
各
担
当
課
が
文
書
に

よ
る
通
知
や
電
話
催
告
な
ど
に
よ
り
納
付
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
納
め
忘
れ
が
な
い
か

確
認
し
、
納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
早

め
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
税
な
ど
は
、
24
時
間
３
６
５
日
、
全
国

の
コ
ン
ビ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
が
で
き

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
申
し
込
む
と
、
指
定
し
た
口

座
か
ら
自
動
的
に
納
付
さ
れ
る
た
め
、
納
め

忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
納
付
の
た
び
に
市
役
所
や
金
融
機

関
の
窓
口
に
出
向
く
必
要
が
な
い
た
め
、
大

変
便
利
で
す
。

納
付
に
は
、
ぜ
ひ
口
座
振
替
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

預
貯
金
口
座
を
持
っ
て
い
る
取

扱
金
融
機
関・ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
郵
便
局
）

の
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
用
紙
は
、
市
内
の
金
融
機
関
・
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）・
市
役
所
本
庁
・

各
支
所
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

申
込
み
に
必
要
な
も
の

①
預
貯
金
通
帳

②
通
帳
の
届
出
印

振
替
日　

各
納
期
の
末
日

申
込
期
限　

毎
月
、
月
末
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

は
20
日
）
ま
で
に
申
し
込
む
と
、
翌
月
以

降
の
納
期
分
か
ら
引
き
落
と
し
に
な
り
ま

す
。

※　

平
成
30
年
度
第
１
期
分
か
ら
口
座
振
替

を
開
始
・
変
更
す
る
場
合
は
、
次
の
期
限

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税　
　
　

３
月
20
日
㈫
ま
で

軽
自
動
車
税　
　
　

４
月
10
日
㈫
ま
で

市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
　

５
月
18
日
㈮
ま
で

納
付
期
限
を
過
ぎ
て
も

納
付
が
な
い
と
…

見逃しません
 市税などの滞納

－ 滞納処分を強化 －

納
付
に
困
っ
た
と
き
は
…

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

安
心
・
便
利
・
確
実
な

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
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【名簿活用の流れ】

住所変更の形態 届出の
種類 届出の時期

浜田市外から市内
に引っ越したとき 転入届 引っ越した日から 14 日以内

浜田市内から市外
へ引っ越すとき 転出届 新住所が決まったら速やかに

浜田市の中で引っ
越したとき 転居届 引っ越した日から 14 日以内

※　転入届の場合は、事前に前住所の市区町村役場へ
転出届を行ってください。

転入・転出・転居の
手続をお忘れなく
引っ越したときは、

速やかに届出をしてください
届出先　市役所総合窓口課及び各支所市民福祉課・公民

館の地域行政窓口（浜田・弥栄自治区）
※　地域行政窓口を利用する場合は、別途、総合窓口課

又は各支所市民福祉課での手続が必要となる場合があ
ります。

注意事項　マイナンバー（個人番号）カード又は、通知
カードの記載事項を変更します。忘れずに持参してく
ださい。　

水道の使用開始・中止の手続はお早めに
　水道の使用開始・中止の手続を出来るだけ円滑に
行うため、実際に水道を使用又は中止する日の３日
前までに連絡をお願いします。電話受付時に場所や
時期など必要事項についてお聞きします。
　当日、急に水道の開栓・閉栓の連絡をいただいて
も、すぐに対応することができませんので、ぜひ、
事前にご連絡ください。
連絡先　上下水道部管理課業務係（☎�９９０３）

受付時間　月～金曜日（祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分 

受付時間以外で、急に水道の使用、又は中止が必要となっ
た場合の連絡先

浜田市水道事業協同組合（☎�３７２２）
※　浜田市水道事業協同組合が開閉栓に伺います。その

際、届出用紙をお渡ししますので記入をお願いします。

平日窓口業務の延長と日曜日の午前中に窓口を開設します（本庁のみ）

利用できる手続・問い合わせ先
総合窓口課（総合窓口係☎�９４００）　

住民異動届（転入・転出・転居・世帯変更など）、
戸籍届出（出生・死亡・婚姻など）、印鑑登録、
各種証明書の交付（住民票の写し、戸籍謄抄本、
印鑑登録証明書、所得・課税証明書）、パスポー
トの交付

医療保険課（国保係☎�９４１０）
（年金係☎�９４１１）　

国民健康保険、後期高齢者医療、福祉医療、乳
幼児等医療、国民年金の各種申請・届出

子育て支援課（保育係☎�９３３０）　
保育所（園）入退所、児童手当、児童扶養手当、
放課後児童クラブ入退会の各種申請・届出

上下水道部管理課（業務係☎�９９０３）　
水道の利用に関する諸手続

利用できる手続　左記【平日延長窓口（月～金）】の総合
窓口課（パスポートの交付を除く。）・医療保険課・上下
水道部管理課の担当業務のみ

注意事項
・本庁のみの実施で、各支所・公民館の地域行政窓口では

実施しません。
・届出の内容により、ほかの行政機関への確認が必要な場

合は、預かりのみとなる場合があります。 
・住民票の広域交付など、ほかの行政機関を通じた手続が

必要な業務は行うことができません。
・窓口に来た人の本人確認を行います。運転免許証・マイ

ナンバー（個人番号）カード・住民基本台帳カードなど、
公的機関が発行した顔写真付きの身分証明書を持参して
ください。持っていない人は、健康保険証・年金手帳な
ど２点での確認になります。  

※　手続には、マイナンバー（個人番号）カード又は通知
カード、住民基本台帳カード、印鑑、各種手帳、健康保
険証、証明書などが必要な場合があります。詳しくは、
事前に各担当課までお問い合わせください。

・ごみの直接搬入のための処理場
開場日はＰ14をご覧ください。

・原動機付自転車・オートバイ・
軽自動車などの廃車手続はＰ16
をご覧ください。

問い合わせ先　上下水道部管理課業務係
（☎�９９０３）

問い合わせ先　本庁総合窓口課住民異動係
（☎�９４０１）
各支所市民福祉課

　市では、高齢者や障がいのある人など災害がおきた
際に支援が必要となる人の避難行動要支援者名簿を作
成しています。
　この名簿は、平常時の見守り活動や災害時における
安否確認・避難支援をしていくために、登録者本人の
同意を得た上で地域の自主防災組織などに情報提供を
行っています。

対象となる人（避難行動要支援者）
①要介護認定３～５を受けている人
②身体障害者手帳１・２級の交付を受けている人
③療育手帳Ａの交付を受けている人
④精神障害者保健福祉手帳１・２級の交付を受けてい

る人
⑤浜田市災害時要援護者支援制度に登録済みの人
⑥そのほか支援が必要と申し出のあった人
※　介護施設や障がい者施設、病院・医院などに住民

票がある人は除きます。
※　①～⑤の人には、情報提供の意思確認をする同意

書を本人宛てに送付します。
※　①～⑤以外で名簿掲載を希望される人は、お問い

合わせください。

意思確認の際にお送りするもの
①制度に関する案内
②情報提供に関する同意書
③返信用封筒

避難支援等関係者に提供する名簿情報
①氏名　②年齢　③性別　④住所

情報の提供先（避難支援等関係者）
　情報提供に同意された人の名簿は、警察や消
防のほか避難の支援や安否確認などを行うお住
まいの地区の次の組織にお渡しします。
○自主防災組織
○消防団
○民生児童委員
○社会福祉協議会
○地区まちづくり推進委員会・自治会・町内会
※　地区まちづくり推進委員会・自治会・町内

会については、市へ避難支援等関係者の届出
を行うことで情報を受け取れます。協力いた
だける団体・組織はお問い合わせください。

名簿情報を提供することで…
　避難支援等関係者への情報提供に同意された
人の名簿は、平常時からの災害の備えとして、
声かけや見守り活動に活用します。また、各地
域内の取組体制が整ったところから、対象者の
訪問調査などを行い、個別の避難支援計画の作
成に順次取り組みます。

申請・問い合わせ先
名簿に関すること

本庁地域福祉課地域福祉係
（☎�９３００・▢FAX�３４４０）

地域防災全般に関すること
本庁安全安心推進課防災安全係
（☎�９１２２・▢FAX�１８６６）

避難行動要支援者 浜田市 避難支援等関係者
①同意書を送付

②同意書の提出

③同意した人のみ
避難支援等関係
者へ情報提供

④平常時の見守りや災害時の安否確認、避難支援など

　情報提供に関する同意書には、「同意する」「同意し
ない（照会は毎年してください）」「同意しない（今後
の照会は不要です）」のいずれかを選び、必ず提出し
てください。

※　同意いただいた場合でも、災害の種類や規模、
被災状況によっては、支援できない場合もあるこ
とをご了承ください。

災害時に避難が困難な人を支援します
避難行動要支援者名簿のご案内

【平日延長窓口（月～金）】
３月26日㈪～４月６日㈮　午後７時まで

【特別開設日曜窓口】
３月25日㈰・４月１日㈰　午前８時30分～午後０時30分
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　市民の皆さんの安心・安全を確保するため、救急
車は重要な役割を果たしています。しかし、救急車
で搬送された人の約半数が入院を必要としない人で
占められ、搬送先の病院の救急外来が混み合い、命
に関わる重い病気やけがの人への対応が遅れること
が懸念されます。救急要請のなかには「交通手段が
ない」「どこの病院に行けばよいかわからない」と
いった理由で、救急車を呼ぶ例も見受けられます。

休日・夜間の急な子どもの病気の対処は、
島根県小児救急電話相談（☎＃８０００）へ
　県内のどこからでもかけることができ、小児科医
師・看護師・保健師から症状に応じた適切な対処や
受診する病院などのアドバイスが受けられます。

昨年は40件の火災が発生し、３人が負傷、57,404
千円の損害額がありました。火災件数は、前年に比
べ16件も増加しました。

主な出火原因は「たき火」が14件で全体の35％を
占めています。建物火災は14件と前年に比べ２件増
加し、このうち４件が住宅の全焼火災でした。

たき火を行うときは、風の強い日は避け、その場
を離れず、終わったら必ず水を掛けて、確実に消火
しましょう。また、建物の周囲には燃えやすい物を
置かないようにし、倉庫や物置など、夜間無人にな
る建物には施錠を確実に行い、放火をされにくい環
境を作りましょう。

火災になる原因のほとんどは、火を取り扱う人の
不注意によるものです。日頃から防火を心掛け、火
の取扱いには十分注意しましょう。

救急出動件数（件） 搬送人員（人）
浜　田 2,026 1,889
金　城 274 260
旭 196 180

弥　栄 99 95
三　隅 424 408
管轄外 6 5
合　計 3,025 2,837

前年と比較すると、救急出動件数で201件、搬送
人員で176人の増加となりました。

平均すると、１日に8.3件の出動で、7.7人が救急
隊に搬送されたことになります。事故種別ごとにみ
ると、急病が1,928件と最も多く、救急出動の件数
の半数以上を占めています。次いで一般負傷が509
件、転院搬送が335件、交通事故が151件の順となっ
ています。

火災件数（件） 損害額（千円） 死傷者数（人）
40 57,404 3

火災の概況 救急車の出動件数

火災が発生しやすい時季を迎え、３月１日㈭から７日㈬ま
での７日間、全国一斉に火災予防運動が実施されます。

問い合わせ先　消防本部予防課予防係（☎�１１６７）

　救急車や医療機関は限りある資源です。皆さんが
救急医療を安心して利用できるために、協力をお願
いします。

住宅防火 いのちを守る
７つのポイント

４つの対策
　逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災
警報器を設置する。
　寝具、衣類及びカーテンからの火災
を防ぐために、防炎品を使用する。
　火災を小さいうちに消すために、住
宅用消火器などを設置する。
　高齢者や身体の不自由な人を守るた
めに、隣近所の協力体制を作る。

３つの習慣
　寝たばこは、絶対やめる。
　ストーブは、燃えやすいもの
から離れた位置で使用する。
　ガスこんろなどのそばを離れ
るときは、必ず火を消す。

１月７日㈰、浜田市消防出初め式を島根県立大学グラウンドで開催しました。
式典では、機敏な動作による礼式と消防団員の各種表彰が行われ、団結強化と地
域防災の担い手としての決意を新たにし、火事や災害に強い浜田市を誓いました。
式典後、浜田・金城・三隅の３会場で防火パレードと一斉放水が披露されました。

一斉放水（天満橋上流三隅川）

一斉放水（市役所本庁裏浜田川）

一糸乱れぬ分列行進

一斉放水（雲城駐在所前浜田川）

地域防災活動に貢献した団員を表彰

火災 40件　救急車の出動 3,025件 （平成29年中）

救急車の適切な利用 をお願いします

 春季全国火災予防運動（３月１日から７日まで）

おやすみ前にはもう一度、火の元を確かめましょう。

今年１年の防火・防災を誓う
～　平成30年浜田市消防出初め式　～



広報はまだ：平成30年３月号　　　 89　　　広報はまだ：平成30年３月号

　浜田市職員の給与などの状況は、市議会の審議を
とおして明らかにされていますが、市民の皆さんに
給与などを知ってもらうために、そのあらましを公
表します。
　なお、詳細は、３月中に市ホームページに掲載し
ますので、併せてご覧ください。

※　人件費は特別職の給与・報酬を含みます。
　（平成29年１月１日住民基本台帳人口：56,042人）

問い合わせ先　本庁人事課給与係（☎�９１３１）

146,100円

167,600円
178,200円

146,100円

（単位：円）

高校卒
初任給

大学卒
初任給

0 100,000 200,000 300,000 400,000

浜田市
国

0 100,000 200,000 300,000 400,000 500,000
（単位：円）

一般行政職　328,978円

技能労務職　358,846円 平均年齢　52.8歳

平均年齢　44.3歳

歳出額
385億

3,857万3千円

人件費（15.2％）
58億7,564万9千円

人件費以外
326億6,292万
　　　　4千円

職員手当
3億9,979万
　　　9千円

期末・勤勉手当
9億3,992万
　　　3千円

給与費合計
37億4,420万4千円

１人あたり
611万8千円

給料
24億448万2千円

（平成29年4月1日一般
会計予算人員：612人）

※　職員手当には
退職手当を含み
ません。

退
職
手
当

区分 浜田市 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 20.445月分 25.55625月分
同じ勤続25年 29.145月分 34.5825 月分

勤続35年 41.325月分 49.59   月分
最高限度額 49.59 月分 49.59   月分
加算措置 定年前早期退職・早期勧奨

特例措置（２％～30％加算）
定年前早期退職特例措置
（２％～45％加算）

期
末
・
勤
勉
手
当

区分 浜田市 国
期末 勤勉 期末 勤勉

６月期 1.225月分 0.85月分 1.225月分 0.85月分
12月期 1.375月分 0.85月分 1.375月分 0.85月分
計 2.60 月分 1.70月分 2.60 月分 1.70月分

加算措置 有（職制上の段階・職務の級
等による加算措置５～15％） 同じ

扶
養
手
当

浜田市の内容（月額） 国
配偶者 10,000円

同じ
子 8,000円
配偶者のない職員の場合の扶養親族のうち１人 10,000円
そのほかの扶養親族 6,500円
満16歳年度初めから満22歳年度末ま
での間にある子１人につき加算 5,000円

通
勤
手
当

浜田市の内容（月額） 国
交通機関
利用者

最高支給
限度額 55,000円 55,000円

自動車
使用者

２㎞～
54㎞以上 2,100円～29,500円 ２㎞～60㎞以上

の区分で2,000
円～31,600円の
範囲内で支給

自動二輪車
使用者

２㎞～
50㎞以上 1,400円～25,500円

（原動機付自転車及び自転車使用者は自動二輪車使用者と同様です。）
住
居
手
当

浜田市の内容（月額） 国
借家・借間
居住者

月額12,000円を超す家賃を支払っている
人に対して月額27,000円を限度に支給 同じ

管
理
職
手
当

浜田市の内容（月額） 国
部長級 66,400円

俸給の特別調整額
（46,300円～139,300円）

主管課長級 54,000円
課長級 41,600円

（医師51,400円）

区　分 給料・報酬月額 期末手当
市　長 810,000円（860,000円） （支給割合）
副市長 670,000円（710,000円） ６月期 1.45月
教育長 610,000円（630,000円） 12月期 1.65月
議　長 450,000円 計 3.10月
副議長 380,000円 期末手当については、左記全区

分に対して15％の加算措置あり議　員 350,000円
※　市長・副市長・教育長の（　）内は、減額措置前の金額

（１）健康診断受診者数（平成28年度）
健康診断の種類 受診者数

（延べ人数） 健康診断の種類 受診者数
（延べ人数）

人間ドック 286 特殊
健診

指曲がり症健診 6
定期健康診断 390 ＶＤＴ作業健診 12

採用時等健康診断 24 心理的な負担の程度を把握するための検査 623
臨時嘱託職員健康診断 270 Ｂ型肝炎予防接種及び血液検査 87

（２）公務災害の認定状況（平成28年度）
区　分 認定件数

公　務　災　害 6
通　勤　災　害 3

（３）職員互助会事業について（平成28年度）
会の名称 浜田市職員互助会
互助会に対する補助金などの額 5,377,469円
公費負担率（事務費などを除く） 32.1%
職員１人あたりの公費の補助金額
（事務費などを除く） 5,628円

公費充当事業

サークル助成事業
スポーツ交流事業
健康増進事業
文化講演助成事業
職員研修助成事業

平成29年度 浜田市職員の給与などの状況

６　特別職の報酬などの状況（平成29年４月１日現在）５　職員手当の状況（平成29年４月１日現在）

２　職員給与費の状況（平成29年度一般会計当初予算）

１　人件費の状況（平成28年度普通会計決算）

３　一般行政職の初任給の状況（平成29年４月１日現在）

４　平均給料の状況（平成29年４月１日現在）

７　職員の福祉及び利益の保護の状況
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　ごみを出すときは、次のことに気をつけてくだ
さい。
ごみの収集品目を確認してください
　各地区で収集品目が違います。ごみ収集カレン

ダーで確認してください。
ごみを出す時間を確認してください

各自治区で収集開始時間が違います。
※　ごみの回収時間は、ごみの量や交通状況など

により変わることがあります。
２種類のごみを出す日には、種類ごとに分けてご
みステーションに出すようにしてください。

ごみの種類ごとに回収する車両が異なります。
ごみを出す時間を過ぎた時は、一方のごみが
残っていても、後出しとなり回収できないた
め、ごみを出さないでください。

※　ルールを守られていないごみなどは、ステッ
カーを貼って残すことがあります。

・ごみステーションは利用する皆さんが気
持ちよく使用できるよう清潔に保ちま
しょう。

・違反ごみなどを再分別する際には、ボラ
ンティア袋（無料）をご利用ください。

・分別変更に伴うごみの分別方法は、ごみ
分別早見表やごみ収集カレンダーを参考
にしてください。

※　ごみ分別早見表は、広報はまだ２月号
にあわせて配布しました。ごみ収集カレ
ンダーは、広報はまだ３月号にあわせて
配布します。

問い合わせ先　
本庁環境課リサイクル推進係
（☎�９４３０）

全国中学校体育大会 全国中学校スケート大会
（フィギュアスケート競技）

長野県：２月４日～６日
三島悠生さん（浜田東中２年）

浜
田
市
男
女
共
同
参
画

推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す

ごみはルールを守って出してください

４月１日からごみの分別方法が変わります

全国大会出場
おめでとうございます
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島根あさひ社会復帰促進センターと島根
県立大学と浜田市の３者で、連携協力す
る協定を締結しました（１月16日）

広島市で開催された島根ふるさとフェア
に出席しました（１月20日）

法政大学大学院外国人留学生のグェン 
ティ ゴク フェンさんにインターンシップ
生として勤務してもらいました（１月22日）

ブータン王国の美術教員などが来日さ
れ、市内の施設や学校などで美術教育の
研修を行いました（１月13日～27日）

浜田市市民新年賀会を開催し、市民の皆
さんと新年を祝いました（１月４日）

波佐地区青少年健全育成のつどいに出席
しました（１月14日）

浜田水産物地方卸売市場の初市の式に出
席しました（１月６日）

浜田市交通指導員年頭出動式を行いました（１月９日）

防衛省・外務省・地元選出国会議員へ、
米軍機飛行訓練の騒音などの対策に関す
る要望活動を行いました（１月11日）

子が親を思って作る詩「親守詩」の島根

県大会表彰式に出席しました（１月27日） 島根書き初め展特別賞表彰式に出席しま
した（１月28日）

ポルセイド浜田の皆さんが、日本フット
サルリーグ2018/2019シーズン Ｆ２への
参入を報告されました（１月30日）

竹の棒を回してちくわ全体が焼けるように

みつばくらぶ＆弥山会によるソーラン節

こま回しに挑戦

　１月31日㈬、魚を使って「ちくわ」をつくろうが原井小学校
で行われました。これは、校区内に浜田漁港がある児童たちに
魚介類をより身近に感じてもらいたいと企画されたもので、浜
田漁港で水揚げされたアジ・エソ・イカを使い、５年生38人が
地域のボランティア22人の協力のもと取り組みました。
　児童たちは、アジの３枚おろしに挑戦し、竹の棒に魚のすり
身を巻き付け炭火で焼きました。出来上がった熱々のちくわに
かぶり付きながら、「おいしい。魚をおろすのが難しかったけ
ど楽しかった」と話していました。

　１月27日㈯、杵束公民館ミニ劇場が老人福祉センターで開催
されました。これは、「つどう・まなぶ・むすぶ」を目的に杵
束公民館が企画したものです。
　当日は、各サークル団体が日頃の練習の成果を発揮し、踊り
や伝統芸能、芝居など21演目を披露しました。優雅な舞や華麗
な踊りが披露されるたびに、来場者から大きな拍手とかけ声が
かかり、大いに盛り上がりました。また、地域の皆さんや施設
がお寿司や炊き込みご飯、洋菓子などのお店を出店し、会場は
買い求める人でにぎわいました。

　１日21日㈰、お正月の遊び大会が朝市「や市」の中で、開催
されました。これは、日本の伝統のお正月遊びである、凧

た こ

あげ・
かるた・こま回し・福笑いを今の子どもたちに体験してもらい、
昔遊びの伝承と、大人と子どもが一緒に遊び交流を図ることを
目的に安城地区まちづくり推進委員会が企画したものです。
　初めて見る玩具もあり、子どもたちは興味津々で遊び方を教
わっていました。また、保護者も子どもの頃を懐かしみながら
子ども以上に夢中になって楽しみました。

保護者同士で意見を出し合う

　１月24日㈬、親学プログラムがみどりかいかんで開催され、
保護者・児童・教育関係者の約70人が参加しました。この研修
会は、親としての役割や関わり方について、話し合い・気づき
を促すために、雲城小学校ＰＴＡが企画したものです。
　今回は、「早寝早起き朝ごはんの大切さ」をテーマに、親子
で生活習慣を見直すためには何ができるかを熱心に話し合いま
した。参加者は、「保護者同士で発表し合い、色々な意見を聞
くことができた。また、朝ごはんについて、考え直す良い機会
になった」と話していました。

子どもたちに伝えたい昔遊び
～　お正月の遊び大会　～

やさか

やさか素晴らしい舞台に拍手喝采
～　杵束公民館ミニ劇場　～

手作りちくわのお味はいかが
～　魚を使って「ちくわ」をつくろう　～

はまだ

♥Town Topics まちのわだい

目指せ！早寝・早起き・朝ごはん
～　親学プログラム　～

かなぎ
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買い物客にチラシを配って啓発中

七草粥を食べて、今年も笑顔で過ごせますように

恩師や地域の皆さんと一緒に成人おめでとう

　１月10日㈬、「110番の日」街頭啓発活動が三隅町内で行われ
ました。この取組は、日ごろから地域の安全安心のため、防犯
活動をしている三隅町地域安全推進員協議会が、住民の防犯意
識の向上を図るために行ったものです。
　当日は、集まった同会会員が三保三隅駅前や地元のスーパー
マーケットで、「110番」の正しい使い方が書かれたチラシを配
り、啓発を行いました。説明を受けた人は、「緊急時以外は、
警察相談専用電話#9110に電話すればよいことがわかりまし
た」と話していました。

　１月３日㈬、旭自治区の新成人を祝う会「おめでとう　旭の
新成人」が丸原センターで開催されました。この会は、地域ぐ
るみで新成人の門出を祝福し、成人として次代を担う自覚と誇
りを持ってもらい、ふるさとへの愛着を醸成しようと、「おめ
でとう　旭の新成人実行委員会」が企画したものです。
　参加した新成人20人は、将来の目標などを発表し、大人とし
ての決意を新たにしました。また、この日のために家族や恩
師、地域の皆さんにより製作されたメッセージムービーが上映
され、会場は温かい雰囲気に包まれました。

　１月５日㈮、おたのしみ七草粥が今市公民館で開催されまし
た。これは、無病息災を願うとともに、七草粥を食べながら交
流を深めることを目的に、今市公民館と今市児童クラブが毎年
行っているものです。
　当日は、地元で採れたセリやスズナ、スズシロなどが入った
七草粥やお好み焼きなどが用意され、訪れた人に振る舞われま
した。会場を訪れた児童クラブの子どもや地域の人たちは、今
年１年を元気に過ごせるように願いながらお粥を味わいました。

双眼鏡を使って夜空を観察

読まれたカルタを取る参加者

　１月20日㈯、冬の星空観察会が中央図書館で行われました。
これは、星や鳥などをテーマに図書館にある本で調べるととも
に、実際に観察したり触れたりすることでより自然に親しんで
もらおうと自然観察ボランティアの会が企画したものです。
　今回の観察会では、天文愛好家の山藤明利さんを講師に迎え、
説明を聞いた後に早速、屋外での観察を始めました。参加者は、
天体望遠鏡などを使い、目の前にあるかのように大きく見える
月に歓声を上げていました。　

　１月20日㈯、三隅町めっけもんカルタ大会が三保公民館で開
催されました。この大会は、石正美術館と石州和紙の里潮路な
ぎさみち実行委員会が、三隅町の歴史や名所などを知ってほし
いと制作した「三隅町めっけもんカルタ」を使って行われまし
た。
　三隅の方言を使って書かれた札が読み上げられると、大人も
子どもも絵札へ勢いよく手を伸ばしていました。参加者は、「三
隅に住んでいても知らないことがありました」と話していまし
た。

見事な手さばきでうちわえびをさばくお父さんたち

　１月21日㈰、「浜田の魚をもっと好きになろう」三世代交流
事業が今福公民館で開催され、18人が参加しました。この催し
は、浜田の旬な魚を使った料理づくりをとおして、魚に含まれ
る栄養や調理方法を親子で学ぶために今福公民館が企画したも
のです。
　当日は、エテカレイ・アジ・うちわえびを使って、グラタン
や刺身、フライなどの５品を親子で作りました。参加者は、「魚
より肉の方が好きだけど、こんなに新鮮でおいしい魚なら食べ
られそうだ」と話していました。

タスキをかけて一斉にスタート

　１月14日㈰、浜田市駅伝競走大会が開催されました。この大
会は、第四中学校を発着点とした男子13.1㎞・女子11.9㎞のコー
スを１チーム５人で走るもので、浜田市陸上競技協会が毎年開
催しています。
　今年は、市内外から学校・職場・同好会などで結成した93チー
ムが参加し、沿道に集まった多くの人からの声援を受けながら
タスキをつなぎました。走り終わった後は、美川地区体育協会
と第四中学校ＰＴＡの皆さんによるエンコウ鍋（豚汁）とぜん
ざいが振る舞われ、選手は身体を温め、疲れを癒しました。

勢いよく燃え上がるとんどの炎

　１月14日㈰、三世代交流・青少年健全育成「とんど祭り」が
小国公民館で開催されました。これは、毎年小正月のこの時期
に公民館や自治会など地域が一体となって、子どもたちの健や
かな成長と地域住民の無病息災を願い開催しているものです。
　当日は、木で組んだやぐらに、参加者が持ち寄ったしめ飾り
などを入れて火を点けました。参加者は、大きく燃え上がると
んどの煙を体に浴びながら、今年１年の健康を願いました。ま
た、とんどの後には参加者が持ち寄った餅やぜんざいを食べ、
「身も心も温まるひと時でした」と話していました。

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

地域で祝う新成人
～　おめでとう 旭の新成人　～

あさひ

みすみ知ってほしい！緊急電話の使い方
～　「110番の日」街頭啓発活動　～

笑顔があふれる１年に
～　おたのしみ七草粥　～

あさひ

月のクレーターまで見えるよ
～　冬の星空観察会　～

はまだ

三隅の魅力をカルタで学ぶ
～　三隅町めっけもんカルタ大会　～

みすみ

浜田の新鮮な魚を使って料理に挑戦
～　浜田の魚をもっと好きになろう　～

かなぎ

伝統あるレースでタスキをつなぐ
～　浜田市駅伝競走大会　～

はまだ

燃え上がる炎に子どもの成長と健康を願う
～　三世代交流・青少年健全育成「とんど祭り」　～

かなぎ
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情
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広
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く
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の
情
報
広
場

制
度
や
く
ら
し
に
関
す
る
行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

川や海にやさしい暮らしをはじめませんか

　キッチンや洗濯にお風呂など、家庭から
出た水は川の環境に影響を与え、時に悪臭
や魚の窒息死などを引き起こします。
　川や海の水を汚さないためにも、「汚れ
た水をそのまま流さない生活」を目指しま
しょう。
　みんながちょっとした工夫をすること
で、川や海にやさしい暮らしが実践できま
す。

今日からできるひと工夫
キッチンでは
・食事や飲み物は必要な分だけ作り、食べ

残しは排水口に直接流さないようにしま
しょう。

・排水口にはネットを張りましょう。
・米のとぎ汁は植木の水やりに使いましょ

う。
・食器を洗う前に油汚れなどをふき取りま

しょう。

お風呂では
・シャンプーやリンスは適量を守って。
・お風呂の残り湯は洗濯に。温水なので汚

れ落ちがよくなります。（衛生上、すす
ぎは水道水で）

洗濯では
・洗剤は正しく量って、使い過ぎないよう

に。
・くず取りネットを取り付けて、細かいご

みをキャッチ。

単独処理浄化槽をご利用する皆さんへ
　単独処理浄化槽（し尿のみ処理）を設置
している建物では、台所や洗濯排水などの
生活雑排水がそのまま側溝に流れてしまい
ます。下水道への接続、又は合併処理浄化
槽の設置をご検討ください。

問い合わせ先
本庁環境課くらしと環境係（☎�９４２０）

　

市
で
は
、使
用
予
定
の
な
い「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、

空
き
家
の
有
効
活
用
を
し
ま
せ
ん

か
。
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る

人
、
空
き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か

ら
の
情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、

使
用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登

録
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
に

情
報
提
供
を
行
う
制
度
で
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ham

ada-akiya.
com

/

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
政
策
企
画
課
定
住
婚
活
推

進
係
（
☎
�
９
２
０
０
）

　

浜
田
市
火
災
予
防
条
例
に
よ

り
、
建
物
（
個
人
の
住
宅
・
長
屋

を
除
く
）
や
建
物
の
一
部
の
使
用

を
始
め
る
人
は
、
使
用
を
開
始
す

る
７
日
前
ま
で
に
、
防
火
対
象
物

使
用
開
始
届
出
書
を
届
け
出
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

届
出
の
目
的　

防
火
対
象
物
の
使

用
状
況
を
把
握
し
、
防
火
管
理

や
必
要
な
消
防
用
設
備
な
ど
が

適
正
に
設
置
さ
れ
て
い
る
か
を

確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
火
災

予
防
と
災
害
時
の
被
害
を
軽
減

す
る
た
め

届
出
が
必
要
な
場
合

・
建
物
を
新
築
し
た
と
き

・
建
物
を
増
改
築
し
た
と
き

・
建
物
の
使
用
目
的
や
入
店
す
る

テ
ナ
ン
ト
を
変
更
し
た
と
き

※　

工
事
を
行
わ
な
い
場
合
で
も

届
出
は
必
要
で
す
。
ま
た
、
新

た
に
消
防
用
設
備
な
ど
の
設
置

が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
計
画
段
階
で
事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

届
出
者　

建
物
や
テ
ナ
ン
ト
の
関

係
者
（
所
有
者
・
管
理
者
・
占

有
者
な
ど
）

問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

（
☎
�
１
１
６
７
）

　

地
震
・
風
水
害
や
武
力
攻
撃
な

ど
の
災
害
時
に
、
国
か
ら
送
ら
れ

て
く
る
緊
急
情
報
を
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に

よ
っ
て
伝
達
す
る
た
め
の
一
斉
訓

練
放
送
を
行
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
内
全
て
の
防
災
行

政
無
線
か
ら
放
送
が
流
れ
ま
す
。

※　

こ
の
訓
練
は
、
浜
田
市
以
外

の
地
域
で
も
行
わ
れ
ま
す
。　

訓
練
放
送
日
時

３
月
14
日
㈬　

午
前
11
時
頃

放
送
内
容

「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

ス
ト
で
す
」
を
３
回
繰
り
返
し

ま
す
。

※　

前
後
に
チ
ャ
イ
ム
音
が
鳴
り

ま
す
。

全
国
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災
害
時
に
国
か
ら
送
ら
れ
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く

る
緊
急
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を
、
人
工
衛
星
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ど
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し
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瞬
時
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受
信
し
、
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町

村
の
防
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行
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自
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に
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係
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☎
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９
１
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現
在
、
浜
田
警
察
署
で
行
わ
れ

て
い
る
運
転
免
許
に
関
す
る
窓
口

業
務
（
運
転
免
許
証
の
住
所
変
更

な
ど
）
は
、
３
月
末
を
も
っ
て
終

了
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
は
、
西
部
運
転

免
許
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
手
続
を

行
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
西
部
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
７
９
０
０
）

　

金
曜
日
の
開
設
時
間
を
当
面
の

間
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

金
曜
日
開
設
時
間　

午
前
９
時
～
正
午

※　

月
～
木
曜
日
は
、
今
ま
で
ど

お
り
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　
　
　
　

本
庁
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

（
☎
�
９
４
０
０
）

　

４
月
か
ら
簡
易
水
道
事
業
が
上

水
道
事
業
へ
統
合
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

５
月
１
日
口
座
振
替（
自
動
払
込
）

分
か
ら
、
簡
易
水
道
使
用
料
の
口

座
振
替
依
頼
書
（
自
動
払
込
利
用

申
込
書
）
に
記
載
し
て
あ
る
払
込

先
名
と
払
込
先
口
座
番
号
が
変
更

と
な
り
ま
す
。

【
変
更
前
】

払
込
先
名　

浜
田
市
会
計
管
理
者

払
込
先
口
座
番
号　

０
１
４
３
０

‐
４
‐
９
６
０
０
７
７

【
変
更
後
】

払
込
先
名　

浜
田
市
水
道
事
業
企

業
出
納
員

払
込
先
口
座
番
号　

０
１
３
４
０

‐
３
‐
９
６
０
９
８
１

簡
易
水
道
使
用
料
の
口
座
振
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自

動
払
込
）
を
さ
れ
て
い
る
人
は
、

変
更
手
続
は
不
要
で
す

　

申
込
書
の
該
当
部
分
を
変
更
後

の
も
の
と
読
み
替
え
る
こ
と
に
よ

り
、
変
更
手
続
の
た
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込
書

を
再
度
金
融
機
関
へ
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出
す
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必

要
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な
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す
の
で
、
ご
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諾
く
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い
。

　

な
お
、
ご
承
諾
い
た
だ
け
な
い

場
合
は
、
お
手
数
で
す
が
、
４
月

10
日
㈫
ま
で
に
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
上
下
水
道
部
管
理
課
業
務

係
（
☎
�
９
９
０
３
）

ごみ処理場 直接搬入できるごみ 受入時間
エコクリーンセンター
江津市波子町
(☎０８５５�５０８１)

燃やせるごみ
燃やせる粗大ごみ

３月25日㈰
午前９時～
　午後４時30分

浜田市不燃ごみ処理場
生湯町（☎�３１４７）

燃やせないごみ
燃やせない粗大ごみ
古紙（古紙置場へ）

石央リサイクルセンター
生湯町（☎�１８０８）

ペット・プラ
かん
びん

※　ごみの収集はありません。

　

３
月
は
引
っ
越
し
や
大
掃
除

で
、
一
時
的
に
多
量
の
ご
み
が
出

る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
ご
み
処
理

場
を
開
場
し
ま
す
。

※　

産
業
廃
棄
物
の
搬
入
は
で
き

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

係
（
☎
�
９
４
３
０
）

・
島
根
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
７
４
０
０
）

住
宅

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て

く
だ
さ
い

建
物
を
新
築・増
改
築
し
た
と
き
、

建
物
の
使
用
目
的
が
変
わ
っ
た
と

き
は
届
出
が
必
要
で
す

安
全
安
心

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
全
国

一
斉
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す

浜
田
警
察
署
の
運
転
免
許
窓
口

を
廃
止
し
ま
す

生
活
・
環
境

国
府
公
民
館
有
福
分
館
に
お

け
る
地
域
行
政
窓
口
の
開
設

時
間
が
変
わ
り
ま
す

簡
易
水
道
使
用
料
の
口
座
振
替

及
び
自
動
払
込
先
口
座
番
号
が

変
更
に
な
り
ま
す

ご
み
の
直
接
搬
入
が

で
き
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症

し
、
そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿

ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ

と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

場
合
に
は
、
労
災
保
険
法
に
基
づ

く
各
種
の
労
災
保
険
給
付
や
石
綿

救
済
法
に
基
づ
く
特
別
遺
族
給
付

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を

吸
っ
て
か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を

経
て
発
症
す
る
こ
と
が
大
き
な
特

徴
で
す
。

　

中
皮
腫
な
ど
で
亡
く
な
ら
れ
た

人
が
過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事
さ

れ
て
い
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険

給
付
な
ど
の
支
給
対
象
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り

の
都
道
府
県
労
働
局
又
は
労
働
基

準
監
督
署
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

制
度
の
ご
案
内
は
厚
生
労
働

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
島
根
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補

償
課（
☎
０
８
５
２
�
１
１
５
９
）

・
浜
田
労
働
基
準
監
督
署

（
☎
０
８
５
５
�
１
８
４
０
）

被
保
険
者
証
の
更
新

　

今
ま
で
使
用
し
て
い
た
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
（
青
色
）
の

有
効
期
限
が
３
月
31
日
㈯
で
切
れ

ま
す
。

　

４
月
１
日
㈰
か
ら
の
新
し
い
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証（
桃
色
）

を
３
月
中
旬
に
緑
色
の
封
筒
に
入

れ
て
特
定
記
録
郵
便
で
送
付
し
ま

す
。
一
世
帯
ご
と
に
ま
と
め
て
世

帯
主
宛
て
に
送
付
し
ま
す
の
で
、

加
入
し
て
い
る
人
全
員
の
被
保
険

者
証
が
届
い
た
か
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険

未
加
入
で
も
、
宛
名
は
世
帯
主
に

な
っ
て
い
ま
す
。
内
容
物
の
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
、
加
入

者
名
義
に
な
っ
て
い
ま
す
。

被
保
険
者
証
の
記
載
内
容
を
確
認

　

万
一
、被
保
険
者
氏
名・住
所・

生
年
月
日
・
世
帯
主
氏
名
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
役
所
医
療

保
険
課
国
保
係
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
自
分
で
訂
正
す
る
と
、

そ
の
被
保
険
者
証
は
使
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　日本人の２人に１人が一生涯のうち一度
はがんになるというデータがあります。
　がんは、日本人にとって身近な病気で、
その予防は多くの人の関心を集めるテーマ
です。
　国立がん研究センターをはじめとする研
究グループでは、日本人を対象としたこれ
までの研究を調べました。その結果、日本
人のがんの予防にとって重要な「禁煙」「節
酒」「食生活」「身体活動」「適正体重の維
持」「感染」の６つの要因を取り上げ、「日
本人のためのがん予防法」を定めました。
　このうち、「感染」以外は日ごろの生活
習慣に関するものです。「禁煙する」「食生
活を見直す」「適正体重を維持する」「身体
を動かす」「節酒する」の５つの健康習慣
を実践することでがんになるリスクが低く
なります。健康習慣を実践しましょう。

５つの健康習慣の実践
①禁煙する　たばこは吸わない、他人のたば

この煙を避ける。
②節酒する　毎日飲む人は以下のいずれかの

量までにとどめる。
　日本酒…１合　ビール大瓶(633ml)…１本

焼酎…原液で１合の2/3
③食生活を見直す　減塩する・野菜や果物を

とる・熱い飲み物や食べ物は冷ましてから。
④身体を動かす　現在の身体活動量を少しで

も増やし、運動習慣を持つ。
⑤適正体重を維持する　太りすぎ痩せすぎに

注意する。
出典：国立がん研究センターがん情報サービス
　
　また、がんの早期発見のためには、がん検
診を受けることが重要です。市が実施するが
ん検診は全て無料で受診できます。
　詳しくは、「広報はまだ４月号」とあわせ
て配布する「平成30年度各種健（検）診日程
表」をご覧ください。

（地域医療対策課）

　

未
就
学
児
用
の
乳
幼
児
等
医
療

費
受
給
資
格
証
を
持
っ
て
い
る
、

今
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る

人
に
対
し
て
、
小
・
中
学
生
用
の

乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
資
格
証

（
小
学
校
１
年
生
～
中
学
校
３
年

生
用
）
を
、
３
月
下
旬
に
発
送
し

ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
新
し
い
資
格
証

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

平
成
23
年
４
月
２
日
～

平
成
24
年
４
月
１
日
生
ま
れ

資
格
証
の
内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合

　

市
役
所
医
療
保
険
課
又
は
各
支

所
市
民
福
祉
課
で
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い
。
手
続
の
際
は
、
印
鑑
・

乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
資
格
証
・

健
康
保
険
証
（
保
険
証
が
変
わ
っ

た
場
合
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
１
）

　

国
は
、
月
別
自
死
者
数
の
多
い

３
月
を
「
自
死
対
策
強
化
月
間
」

と
定
め
、
重
点
的
に
広
報
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

自
死
予
防
に
つ
い
て
考
え
一
人
ひ

と
り
の
こ
と
と
し
て
「
気
付
き
」

「
つ
な
ぎ
」「
見
守
り
」
を
実
践

し
ま
し
ょ
う
。

浜
田
市
の
現
状

　

平
成
24
年
か
ら
28
年
の
５
年
間

で
76
人
が
、
自
死
で
命
を
失
っ
て

い
ま
す
。

　

自
死
事
由
に
つ
い
て
は
、「
健

康
問
題
」
が
４
割
で
、「
家
庭
問

題
」「
経
済
・
生
活
問
題
」「
勤
務

問
題
」
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
依
然
と
し
て
40
歳
以
上
の

男
性
の
自
死
が
多
い
状
況
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
保
健
予

防
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

自
死
予
防
の
行
動
ポ
イ
ン
ト

気
付
く　

身
近
な
人
（
家
族
や
仲

間
）
の
い
つ
も
と
違
う
様
子
に

気
付
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

島根ナンバーの車両の手続窓口
車種 手続窓口

四輪の軽自動車
（乗用・貨物）

軽自動車検査協会島根事務所(松江市)
☎０５０－３８１６－３０８３
（コールセンター）

二輪の軽自動車
（126cc～250cc）

島根県軽自動車協会（松江市）
☎０８５２�００４６

二輪の小型自動車
（251cc以上）

中国運輸局島根運輸支局（松江市）
☎０５０－５５４０－２０７１

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
し
ま
す
。

　

４
月
２
日
以
降
に
廃
車
・
譲
渡

な
ど
の
手
続
を
し
た
場
合
は
、
４

月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
１
年
分

の
税
金
が
か
か
り
ま
す
（
軽
自
動

車
税
に
は
自
動
車
税
の
よ
う
な
月

割
課
税
の
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

廃
車
や
譲
渡
な
ど
で
車
両
を
手

放
す
際
は
、
次
の
場
所
で
４
月
１

日
ま
で
に
手
続
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

浜
田
市
ナ
ン
バ
ー
の
車
両

市
役
所
税
務
課
又
は
各
支
所
市

民
福
祉
課
で
手
続
を
し
て
く
だ

さ
い
。

島
根
ナ
ン
バ
ー
の
車
両

下
表
の
手
続
窓
口
又
は
販
売
店

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

盗
難
な
ど
で
車
両
が
存
在
し
な
い

場
合

　

警
察
署
へ
盗
難
届
を
提
出
後
、

受
理
番
号
と
提
出
日
を
控
え
、
浜

田
市
ナ
ン
バ
ー
の
車
両
は
、
市
役

所
税
務
課
又
は
各
支
所
市
民
福
祉

課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

島
根
ナ
ン
バ
ー
の
車
両
は
、
左

表
の
手
続
窓
口
へ
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。　

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
税
制
係

（
☎
�
９
２
３
０
）

声
か
け　

大
切
な
人
の
変
化
に
気

付
い
た
ら
、
勇
気
を
出
し
て
声

を
か
け
ま
し
ょ
う
。

傾
聴　

本
人
の
気
持
ち
を
尊
重

し
、
耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

つ
な
ぎ　

早
め
に
専
門
機
関
に
相

談
す
る
よ
う
促
し
ま
し
ょ
う
。

食欲がない…

眠れない…

好きだった趣味
やスポーツをし
なくなった…

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償
・

救
済
が
う
け
ら
れ
ま
す

科学的根拠に基づくがん予防
～がんになるリスクを減らすために～

健 康 コラムコラム

保
険
・
医
療
・
年
金

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

の
更
新
を
行
い
ま
す

子
育
て

健
康
・
福
祉

乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
資

格
証
（
小
・
中
学
生
用
）

を
送
付
し
ま
す

３
月
は
自
死
対
策
強
化
月
間

で
す

税
務
・
納
税

原
動
機
付
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ

イ
・
軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
・

譲
渡
手
続
は
お
済
み
で
す
か
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療

年
　
　
　
金
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育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

傷
害
保
険

　

団
体
の
活
動
中
、
又
は
往
復
中

に
被
っ
た
傷
害
に
よ
る
死
亡
・
後

遺
障
害
・
入
院
・
手
術
・
通
院
を

保
障
し
ま
す
。

賠
償
責
任
保
険

　

法
律
上
の
損
害
賠
償
責
任
を

負
っ
た
場
合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。

突
然
死
葬
祭
費
用
保
険

　

突
然
死
に
対
す
る
葬
祭
費
の
保

障
で
、
補
償
額
は
１
８
０
万
円
が

限
度
で
す
。

加
入
区
分
・
掛
金

　

４
人
以
上
の
団
体
で
、
加
入
区

分
を
加
入
者
ご
と
に
選
択
で
き
ま

す
。

※　

振
込
み
手
数
料
は
１
件
に
つ

き
一
律
１
０
０
円
（
税
抜
き
）

と
な
り
ま
す
。

※　

保
険
内
容
・
加
入
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き

ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
島
根
県
支

部（
☎
０
８
５
２
�
５
３
８
８
）

http://w
w
w
.sportsanzen.org

加入対象者 補償対象となる団体活動など 加入
区分

年間掛金
(１人あたり)

子ども【中学生以下
（特別支援学校高等
部の生徒を含む）】

スポーツ・文化・ボランティア・
地域活動 Ａ１ 800円

上記団体活動に加え、個人活動 ＡＷ 1,450円

大
人 高校生以上

文化・ボランティア・地域活動・団
体員の送迎・応援・準備・片付け Ａ２ 800円

スポーツ活動及びスポーツ
の指導・審判

64歳以下 Ｃ 1,850円
65歳以上 Ｂ 1,200円

全年齢 危険度の高いスポーツ活動 Ｄ 11,000円

国際交流員コラム

　日本全国もうそろそろ春になり、仕事や学
校の転向の時期に近づいていますね。つま
り、春は日本の学生にとって、進級や進学・
就職の準備などで忙しい時期と言えます。私
はこの２年の学校訪問の経験で、日本の学校
と母国の学校の違いに驚いたことがかなりあ
りました。それは、学校の始まる時期や、大
学入学のための準備です。
　一番違いが分かりやすいのは学校の始まる
時期です。日本では４月上旬に始まりますが、
アメリカでは８月末や９月上旬に始まります。
こういうところで、春はアメリカの学生に
とってはあまり忙しくない時期です。学校の
始まりが日本より遅いので、休みも日本より
長く取れます。例えば、夏休みはアメリカの
場合は５月末か６月から学校が始まるまで、
約２か月半の休みを取ります。一方、日本で
の夏休みは大体７月末から８月末までの約１
か月半です。つまり、日本の学生の登校日数
は年間210日ですが、アメリカの学生は約180
日しか学校に行っていません。
　一番驚いたのは、優秀な大学に入る方法の

違いです。交流会やイベント、派遣で知り合っ
た高校生は、よく「勉強」や「塾」の話をし
てくれます。部活をしながらほぼ毎日塾に通
う時期があり、日本はアメリカと違って、丁
寧に勉強することを重視していると感じまし
た。一方、アメリカの一流大学（ハーバード
大学やイェール大学など）に入学するために
は、塾は必要ありません。全国の標準検査
（SATという試験）でいい点を取ることも重
要ですが、リーダーシップ（部活のキャプテ
ンや指導する役割など）、自分にしかできな
いこと（自分が成長できるような趣味やボラ
ンティアをするなど）、周りと良い人間関係
を維持できることなどをアピールしなければ
なりません。
　まとめると、日本の制度とアメリカの制度
はどちらも長所があります。学校訪問で交流
活動を行う時に、いつも「将来、日本とアメ
リカがお互いのいい点を共有したら、何かい
い事が生まれるかな」と自問自答します。

日本とアメリカの教育制度
パメラ　スリヤチャイ

　

平
成
30
年
度
子
ど
も
会
安
全
共

済
会
の
加
入
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
会
活
動
時
の

事
故
に
対
す
る
共
済
金
制
度
で
す
。

行
事
中
や
往
復
途
中
な
ど
に
発
生

し
た
事
故
や
ケ
ガ
に
対
し
て
共
済

金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
補
償
を
受
け
る

た
め
に
は
、
３
月
30
日
㈮
ま
で
に

入
会
申
込
み
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
４
月
１
日
以
降
に
申
し
込

ん
だ
場
合
は
、
加
入
手
続
の
翌
日

か
ら
の
補
償
と
な
り
ま
す
。
ケ
ガ

を
し
て
か
ら
加
入
し
て
も
共
済
金

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

共
済
金
額

１　
負
傷
・
疾
病
の
場
合

　

医
療
保
険
制
度
を
利
用
し
た
医

療
費
総
額
の
30
％
を
給
付
し
ま
す
。

た
だ
し
、
日
数
と
支
給
額
に
次
の

制
限
が
あ
り
ま
す
。

治
療
限
度
期
間

　

事
故
の
日
か
ら
１
８
０
日
間

医
療
共
済
金
支
給
限
度
額

50
万
円
（
医
療
費
総
額
の
30
％

が
１
０
０
０
円
以
下
の
場
合
に

は
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

２　
死
亡
の
場
合

死
亡
共
済
金　

６
０
０
万
円

３　
後
遺
症
が
残
る
ケ
ガ
な
ど
の

場
合

後
遺
障
害
共
済
金　

後
遺
障
害

の
程
度
に
応
じ
て
７
万
円
～

６
０
０
万
円

手
続
方
法

申
込
方
法　

申
込
書
及
び
名
簿
・

年
間
計
画
に
会
費
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
み
に
必
要
な
書
類
は
、

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に

あ
り
ま
す
（
必
要
な
人
に
は
、

送
付
も
し
ま
す
）。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

会
費　

年
額
１
人
１
２
０
円

※　

０
歳
か
ら
大
人
ま
で
加
入
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
就
学
前
の

幼
児
の
加
入
条
件
と
し
て
、
保

護
者
が
同
時
に
加
入
し
、
子
ど

も
会
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

※　

個
人
で
の
加
入
は
で
き
ま
せ

ん
。

平
成
30
年
度
分
受
付
開
始
日

　

３
月
１
日
㈭
～

補
償
期
間　

４
月
１
日
㈰
～
平
成

31
年
３
月
31
日
㈰

事
故
・
ケ
ガ
が
起
き
た
と
き
は
…

　

す
ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

共
済
金
請
求
に
必
要
な
書
類
一
式

を
送
付
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
０
９
８
５
）

※　
18
歳
未
満
の
人
の
無
保
険
状

態
を
解
消
す
る
措
置
で
す
。

有
効
期
限
切
れ
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
（
４
月
１
日
以
降
無

効
）
は
、
返
還
不
要
で
す

　

４
月
１
日
以
降
、
は
さ
み
な
ど

で
細
か
く
切
断
す
る
な
ど
、
不
正

使
用
さ
れ
な
い
よ
う
に
確
実
に
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

有
効
期
限
内
に
資
格
の
変
更

な
ど
の
届
出
を
す
る
場
合
は
、

被
保
険
者
証
を
返
還
し
て
く
だ

さ
い
。

ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
の
に
届
い
た
と
き
は

　

国
民
健
康
保
険
か
ら
勤
務
先
の

健
康
保
険
（
全
国
健
康
保
険
協
会

管
掌
健
康
保
険
、
健
康
保
険
組
合

及
び
共
済
組
合
な
ど
）に
加
入（
扶

養
も
含
む
。）
し
た
場
合
は
、
そ

の
旨
の
届
出
が
必
要
で
す
。
勤
務

先
で
は
、
国
民
健
康
保
険
の
資
格

喪
失
手
続
は
行
い
ま
せ
ん
。
加
入

時
と
同
様
に
本
人
や
家
族
が
手
続

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

資
格
喪
失
手
続
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
勤
務
先
の
健
康
保
険
（
全
国
健

康
保
険
協
会
管
掌
健
康
保
険
、

健
康
保
険
組
合
及
び
共
済
組
合

な
ど
）
の
保
険
証
（
被
扶
養
者

全
員
の
健
康
保
険
証
）

・
世
帯
主
及
び
対
象
者
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
カ
ー
ド

又
は
通
知
カ
ー
ド

・
印
鑑

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係

（
☎
�
９
４
１
０
）

有
効
期
限

　

一
般
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

は
、
７
月
31
日
で
す
。

※　

平
成
30
年
度
よ
り
、
被
保
険

者
証
の
有
効
期
間
が
８
月
１
日

～
翌
年
７
月
31
日
に
な
り
ま

す
。
有
効
期
間
が
８
月
１
日
か

ら
の
証
は
、
７
月
中
旬
に
送
付

す
る
予
定
で
す
。

注
意
事
項

・
７
月
31
日
ま
で
に
75
歳
に
な
る

人
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

へ
移
行
す
る
た
め
、
75
歳
の
誕

生
日
の
前
日
が
有
効
期
限
で

す
。

・
現
在
、
退
職
者
医
療
制
度
に
該

当
し
、
７
月
31
日
ま
で
に
65
歳

に
な
る
人
は
、
誕
生
月
の
末
日

が
有
効
期
限
で
す
。

※　

有
効
期
限
以
降
に
使
用
す
る

被
保
険
者
証
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別

途
送
付
さ
れ
ま
す
。

短
期
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

　

国
民
健
康
保
険
料
を
滞
納
し
て

い
る
世
帯
主
及
び
そ
の
世
帯
に
属

す
る
人
に
は
、滞
納
状
況
に
よ
り
、

短
期
被
保
険
者
証
を
交
付
し
ま
す
。

２
か
月
短
期
被
保
険
者
証

５
月
31
日
有
効
期
限

４
か
月
短
期
被
保
険
者
証

７
月
31
日
有
効
期
限

子
ど
も
短
期
被
保
険
者
証

７
月
31
日
有
効
期
限

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
ご
案
内

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

子
ど
も
会
活
動
を
活
発
に

小
さ
な
備
え
で
大
き
な
安
心

全
国
子
ど
も
会
安
全
共
済
会

の
加
入
を
受
け
付
け
ま
す
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まちかど伝言板

日　

３
月
23
日
㈮

午
前
10
時
～
正
午

午
後
１
時
～
４
時

場　

石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

※　

弁
護
士
１
人
が
担
当
し
ま
す
。

料　

原
則
無
料
（
３
回
目
以
降
の
継

続
相
談
か
ら
有
料
と
な
り
ま
す
。）

相
談
時
間　
40
分
以
内

予
約
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

　

終
活
上
の
法
律
問
題
・
建
設
業
許

認
可
・
外
国
人
相
談
・
自
動
車
登
録
・

車
庫
証
明
・
内
容
証
明
・
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
な
ど
に
つ
い
て
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

日　

３
月
16
日
㈮

午
前
９
時
～
正
午

場　

浜
田
公
民
館

※　

電
話
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

料　

無
料

問　

島
根
県
行
政
書
士
会
浜
田
支
部

山
田
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
５
６
９

９
‐
９
５
３
６
）

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
及
び
技
術
幹
部

候
補
生

一
般
大
学
か
ら
進
む
幹
部
候
補
生

コ
ー
ス
で
す
（
海
上
・
航
空
自
衛
隊

の
飛
行
要
員
及
び
海
上
自
衛
隊
の
技

術
要
員
が
含
ま
れ
ま
す
）。

採
用
と
同
時
に
陸
・
海
・
空
曹
長

に
任
命
さ
れ
、
幹
部
候
補
生
と
し
て

一
定
期
間
の
教
育
を
受
け
た
後
、
３

等
陸
・
海
・
空
尉
に
昇
任
し
幹
部
自

衛
官
と
な
り
ま
す
。

技
能
公
募

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
国

家
免
許
資
格
な
ど
を
保
有
す
る
18

歳
以
上
55
歳
未
満
の
人
（
平
成
30

年
７
月
１
日
現
在
）

※　

技
能
に
よ
っ
て
年
齢
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

試
験
日　

４
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰
の

う
ち
指
定
す
る
１
日

試
験
会
場　

別
途
通
知
し
ま
す
。

問・
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

（
☎
０
８
５
２
�
０
０
１
５
）

・
浜
田
出
張
所（
☎
�
１
３
３
４
）

http
://w

w
w
.m

o
d
.go

.jp
/

pco/shim
ane

講
座　
「
太
極
舞
」「
ロ
コ
モ
チ
ャ
レ

ン
ジ
！！
（
運
動
機
能
向
上
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
）」「
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル

ベ
ー
シ
ッ
ク
セ
ブ
ン
」「
ダ
ン
ス

エ
ア
ロ
」「
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
プ
ラ
ス
」「
心

と
身
体
の
呼
吸
法
」「
ポ
ー
ル
・

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」「
３
Ｂ
ベ
ビ
ー

＆
マ
マ
（
対
象
：
生
後
１
か
月
以

上
）」「
リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
」「
パ

ワ
ー
ヨ
ガ
」「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
コ
ア

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」

※　

開
催
日
時
な
ど
詳
し
く
は
、
電

話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
案
内
し
て
い
ま
す
。

料　

各
３
０
０
円

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

（
☎
�
１
０
３
５
）

受
付
締
切
日　

５
月
１
日
㈫
必
着

応
募
資
格

・
日
本
国
籍
を
有
す
る
20
歳
以
上
26

歳
未
満
の
人
（
22
歳
未
満
の
人
は

大
学
卒
業
及
び
卒
業
見
込
み
の
人
）

・
大
学
院
修
士
学
位
取
得
者
（
見
込

み
含
む
）
は
28
歳
未
満
の
人

※　

年
齢
は
、
平
成
31
年
４
月
１
日

現
在
で
す
。

第
１
次
試
験

筆
記
試
験　

５
月
12
日
㈯

※　

飛
行
要
員
希
望
者
は
、
５
月
12

日
㈯
・
13
日
㈰
に
な
り
ま
す
。

試
験
会
場　

受
付
時
に
通
知
し
ま
す
。

※　

飛
行
要
員
の
操
縦
適
性
検
査

は
、
松
江
地
方
合
同
庁
舎
で
す
。

予
備
自
衛
官
補

一
般
の
社
会
人
や
学
生
と
い
っ
た

自
衛
官
未
経
験
者
を
「
予
備
自
衛
官

補
」
と
し
て
公
募
・
採
用
し
、
教
育

訓
練
終
了
後
、
予
備
自
衛
官
と
し
て

任
用
す
る
制
度
で
、
一
般
と
技
能
の

２
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

受
付
締
切
日　

４
月
６
日
㈮
必
着

一
般
公
募

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る
18

歳
以
上
34
歳
未
満
の
人
（
平
成
30

年
７
月
１
日
現
在
）

試
験
日　

４
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰
の

う
ち
指
定
す
る
１
日

試
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯

地
（
出
雲
市
）

申
・
問　

石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　

（
☎
�
４
５
１
４
）

　

次
の
公
営
住
宅
の
入
居
者
を
随
時

募
集
し
ま
す
。

※　

募
集
す
る
住
宅
は
、
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　

緑
ヶ
丘
住
宅
・
黒
川
住
宅
・
長

浜
西
住
宅
に
つ
い
て
は
、
空
き
が

出
た
場
合
は
公
募
し
ま
す
。

※　

各
募
集
内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※　

申
込
方
法
な
ど
、
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

浜
田
の
五
地
想
も
の
が
た
り
推
進

協
議
会
で
は
、
魅
力
的
な
食
の
ま
ち

づ
く
り
と
地
産
地
消
の
推
進
を
目
的

に
、
浜
田
の
食
材
を
活い

か
し
て
「
い

い
よ
！
浜
田
」
で
１
４
０
０
円
、「
２

倍
い
い
よ
！
浜
田
」
で
２
８
０
０
円

の
ツ
ー
プ
ラ
イ
ス
料
理
を
提
供
し
て

も
ら
え
る
お
店
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
要
件

・
提
供
す
る
料
理
の
価
格
は
、

１
４
０
０
円
又
は
２
８
０
０
円
と

す
る
こ
と
（
税
込
み
・
税
抜
き
は

問
い
ま
せ
ん
）。

・
主
な
食
材
は
、
浜
田
市
で
生
産
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

・
使
用
さ
れ
て
い
る
浜
田
の
食
材
や

料
理
を
、
き
ち
ん
と
お
客
様
に
伝

え
る
こ
と
。

※　

加
盟
店
は
、
協
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
紹
介
す
る
ほ
か
、

食
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
の
ぼ
り
旗

の
提
供
や
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
通
じ

て
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

応
募
締
切
日　

４
月
６
日
㈮

応
募
方
法　

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。申
込
書
を
送
付
し
ま
す
。

問　

本
庁
観
光
交
流
課
内　

浜
田
の

五
地
想
も
の
が
た
り
推
進
協
議
会

事
務
局
（
☎
�
９
５
３
０
）

　

浜
っ
子
春
ま
つ
り
の
日
に
市
内
商

店
街
で
開
催
さ
れ
る
「
楽
市
」
の
出

店
者
を
募
集
し
ま
す
。

日　

４
月
29
日
㈷

応
募
資
格　

浜
田
市
の
住
民
や
市
内

の
団
体
・
事
業
所

応
募
方
法　

応
募
用
紙
及
び
添
付
書

類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

応
募
用
紙
は
、
各
商
店
街
に
あ

り
ま
す
。

出
店
場
所　

市
内
の
各
商
店
街
（
た

だ
し
、
一
部
を
除
き
パ
レ
ー
ド
コ

ー
ス
と
な
る
道
路
上
で
の
出
店
は

で
き
ま
せ
ん
。）

※　

設
備
な
ど
は
各
自
で
準
備
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

商
店
街
に
よ
っ
て
は
、
出
店
料

が
か
か
り
ま
す
。

応
募
締
切
日　

３
月
23
日
㈮
必
着

応
・
問

・
銀
天
街
▽「
レ
デ
ィ
ス
ワ
ー
ル
ド
」

佐
古
肇
徳
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
８

７
１
０
‐
３
９
７
９
）

・
朝
日
町
商
店
街
▽「
理
容
は
や
し
」

林
俊
行
さ
ん
（
☎
�
２
７
６
９
）

・
新
町
商
店
街
▽
「
平
野
屋
」

平
野
義
弘
さ
ん（
☎
�
０
２
３
６
）

※　

出
店
者
多
数
の
場
合
は
、
お
断

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

　

当
日
、
祭
り
の
運
営
（
パ
レ
ー
ド

の
随
行
・
休
憩
所
の
運
営
・
記
録
写

真
の
撮
影
な
ど
）
を
手
伝
っ
て
も
ら

え
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

高
校
生
以
上

※　

手
当
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
日

弁
当
を
支
給
し
ま
す
。

応
・
問　

浜
田
市
観
光
協
会

（
☎
�
１
０
８
５・▢ＦＡＸ
�
１
０
８
１
）

サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
で
は
、
研
修
室

及
び
体
育
館
を
利
用
す
る
団
体
・
個

人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

研
修
室　

午
前
９
時
～
午
後
10
時

体
育
館　

火
・
水
・
木
・
土
曜
日

午
後
５
時
～
10
時

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

日　

３
月
24
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　

畳
ヶ
浦
入
口
付
近

清
掃
場
所　

畳
ヶ
浦
一
帯

問　

牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
８
２

　

４
４
‐
９
４
２
９
）「
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

市
営
住
宅

募
集
住
宅　

【
旭
】
ニ
ュ
ー
市
木
・
あ
さ
ひ
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
ツ

【
弥
栄
】
栃
木
住
宅

【
三
隅
】
若
者
住
宅
（
単
身
向
け
）

問　
金
城
・
旭
・
弥
栄

　

㈲
中
田
工
務
店（
☎
�
１
２
０
３
）

http://nakata-koum
uten.

hp.gogo.jp/pc/index.htm
l

三
隅　
㈱
コ
ム
サ（
☎
�
２
９
９
９
）

http://www.iwam
i.or.jp/m

oritani/
募
集
住
宅　

波
佐
住
宅
・
旭
イ
ン

タ
ー
団
地
な
ど

問　

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

（
☎
�
０
５
３
５
）

http://w
w
w
.shim

ane-jkk.
jp/chintai/

浜
田
市
雇
用
促
進
住
宅

募
集
住
宅　

小
福
井
・
内
田
・
国
府
・

金
城

問　

浜
田
土
建
㈱（
☎
�
１
４
１
７
）

http://w
w
w
.ham

adadoken.jp/
申
・
問　

サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

（
☎
�
０
０
８
２
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

相

談

石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　
法
律
相
談
会

く
ら
し
の
困
り
ご
と

「
行
政
書
士
」に
聞
い
て
み
よ
う

行
政
書
士
無
料
相
談
会

資
格・試
験

自
衛
官
な
ど

教
室・講
座

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

　
　
春
の
体
験
会
開
催

募

集

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

利
用
者
募
集

浜
田
の
ご
ち
そ
う
食
べ
よ
う
会

ツ
ー
プ
ラ
イ
ス
料
理

提
供
加
盟
店
募
集

浜
っ
子
春
ま
つ
り

市
民
の
楽
市
出
店
者
募
集

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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開
設
期
間

　

４
月
３
日
㈫
～
９
月
28
日
㈮

受
付
開
始
日
（
先
着
）

　

３
月
10
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～

教
室　
「
キ
ッ
ズ
広
場
」「
体
操
競
技

ク
ラ
ブ
」「
キ
ッ
ズ
体
操
」「
ふ
れ

あ
い
広
場
」「
体
操
」「
ジ
ュ
ニ
ア

卓
球
」「
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
」「
の

び
や
か
３
Ｂ
体
操
」「
だ
れ
で
も

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
」「
ス
テ
ッ
プ
エ

ア
ロ
」「
卓
球
・
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
」「
軽
ス
ポ
ー
ツ
」「
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
」「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
」

「
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
」「
テ
ニ
ス
」

「
ヨ
ガ
」「
女
性
軽
ス
ポ
ー
ツ
」「
介

護
予
防
体
操
」「
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ク
ラ
ブ
」「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ジ
ュ
ニ

ア
ス
ポ
ー
ツ
」「
転
ば
ぬ
先
の
筋

肉
」「
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
＆
ス
ラ
ッ

ク
ラ
イ
ン
」「
レ
ク
バ
レ
ー
」「
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
」

※　

そ
の
ほ
か
に
特
別
教
室
の
開
設

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

曜
日
・
定
員
な
ど　

詳
細
は
館
内
掲

示
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

参
加
料

幼・小・中・高
校
生　

２
５
０
０
円

大
学
生　
　
　
　
　

４
２
０
０
円

　

一
般　
　
　
　
　
　

５
２
０
０
円

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
親
子　

６
２
０
０
円

　

体
操
競
技
ク
ラ
ブ　

４
０
０
０
円

※　

複
数
の
教
室
に
参
加
す
る
場

合
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
（
親
子
）
と

体
操
競
技
ク
ラ
ブ
を
除
き
２
つ
目

か
ら
２
割
引
き
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
（
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
）

幼
・
小
・
中
学
生　
　

８
０
０
円

高
校
生・大
学・一
般　

１
８
５
０
円

65
歳
以
上　
　
　
　

１
２
０
０
円

申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
参
加
料
・
保
険
料
を

添
え
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
電

話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ

る
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※　

申
込
書
は
、
県
立
体
育
館
に
あ

り
ま
す
。

申
・
問　

県
立
体
育
館

（
☎
�
１
２
０
１
）

開
設
期
間

　

４
月
10
日
㈫
～
９
月
15
日
㈯

受
付
開
始
日
（
先
着
）

３
月
17
日
㈯　

午
後
１
時
～

教
室　
「
剣
道
」「
Ｙ
Ｄ
（
や
れ
ば
で

き
る
）
教
室
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ス
ポ
ー
ツ
）」「
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
」「
柔
道
」「
マ
マ
＆
ベ
ビ
ー

キ
ッ
ズ
３
Ｂ
」「
レ
ス
リ
ン
グ
」「
フ

レ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
３
Ｂ
」「
居
合

道
」「
気
功
・
太
極
拳
（
昼
・
夜
）」

曜
日
・
定
員
な
ど　

詳
細
は
館
内
掲

示
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

参
加
料

　

小
・
中
・
高
校
生

　
　

（
週
２
回
課
程
）
４
０
０
０
円

　
　

（
週
１
回
課
程
）
２
５
０
０
円

大
学
生　
　
　
　
　

４
２
０
０
円

一
般　
　
　
　
　
　

５
２
０
０
円

マ
マ
＆
ベ
ビ
ー
キ
ッ
ズ　

６
２
０
０
円

保
険
料

幼
・
小
・
中
学
生　
　

８
０
０
円

高
校
生・大
学・一
般　

１
８
５
０
円

65
歳
以
上　
　
　
　

１
２
０
０
円

体
験
・
見
学　

教
室
体
験
は
各
教
室

１
回
ま
で
と
し
、
個
人
施
設
使
用

料
を
い
た
だ
き
ま
す
。
見
学
は
何

回
で
も
無
料
で
す
。

申
・
問　

石
見
武
道
館

（
☎
�
７
１
７
０
）

　

石
州
和
紙
の
後
継
者
・
研
修
生
の

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

期
間　

３
月
１
日
㈭
～
31
日
㈯

午
前
９
時
～
午
後
５
時

料　

無
料

問　

石
州
和
紙
会
館

（
☎
�
４
１
７
０
）

戦
後
の
日
本
画
界
を
代
表
す
る
画

家
の
一
人
と
し
て
活
躍
し
続
け
た
石

本
正
先
生
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。
画
業
の
原
点
で
あ
る
故

郷
へ
の
思
い
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、

地
位
や
名
誉
を
求
め
な
い
姿
勢
を
貫

い
た
彼
の
生
涯
に
つ
い
て
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

日　

３
月
３
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
20
分

場　

石
見
公
民
館

演
題
・
講
師　
「
ふ
る
さ
と
を
愛
し

た
画
家
・
石
本
正
」
横
山
由
美
子

さ
ん
（
石
正
美
術
館
学
芸
員
）

　

企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
会
社

概
要
や
採
用
予
定
に
関
す
る
情
報
提

供
を
行
い
ま
す
。

対
象　

平
成
31
年
３
月
に
大
学
・
大

学
院
・
短
期
大
学
・
高
等
専
門
学

校
・
専
修
学
校
な
ど
を
卒
業
予
定

の
人
及
び
県
内
就
職
を
希
望
す
る

人
松
江
会
場

日　

３
月
３
日
㈯

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

場　

く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江
市
）

※　

前
日
に
「
学
生
の
“
自
分
”
商

談
会
～
リ
ア
ル
ア
ド
バ
ン
ス
～
」

の
開
催
も
あ
り
ま
す
。

浜
田
会
場

日　

３
月
14
日
㈬

　

正
午
～
午
後
５
時

場　
島
根
県
立
大
学　

交
流
セ
ン
タ
ー

※　

前
日
に
「
オ
ー
ル
い
わ
み
学
生

ド
ラ
フ
ト
会
議
～
人
事
担
当
者
か

ら
オ
フ
ァ
ー
を
勝
ち
取
れ
！
～
」

の
開
催
も
あ
り
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね　

松
江

　

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０
�
４
５

　

１
０
）　

http://w
w
w
.gogo-jobcafe-

shim
ane.jp/

　

浜
田
公
民
館
の
主
催
事
業
や
利
用

サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
が
１
年
間
学
習

し
た
作
品
展
示
会
で
す
。
習
字
・
絵

手
紙
・
木
目
込
み
人
形
・
水
墨
・
俳

句・パ
ッ
チ
ワ
ー
ク・お
茶
席
な
ど
、

皆
さ
ん
の
力
作
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※　

３
月
10
日
㈯
縁
の
市
は
、
午
前

10
時
か
ら
売
り
切
れ
ま
で
地
域
住

民
団
体
が
出
店
し
お
い
し
い
食
べ

物
や
手
芸
品
な
ど
の
販
売
を
し
ま

す
。

日　

３
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
11
日
㈰
は
午
後
３
時
ま
で
）

場　

浜
田
公
民
館

問　

浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

料　

無
料

問　

浜
田
郷
土
資
料
館

（
☎
�
６
４
５
３
）

早
い
春
を
見
つ
け
な
が
ら
気
持
ち

よ
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

日　

３
月
11
日
㈰　

午
前
10
時
～

（
小
雨
決
行
）

受
付　

午
前
９
時
30
分

コ
ー
ス　

お
魚
セ
ン
タ
ー
発
着
５
km

料　

無
料

申
込
締
切
日　

３
月
９
日
㈮

※　

当
日
受
付
も
で
き
ま
す
。

※　

小
学
校
低
学
年
以
下
は
、
保
護

者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

浜
田
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

西
川
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
９
５
０

７
‐
１
７
５
５
）

　

石
見
焼
や
石
州
和
紙
な
ど
、
地

場
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
展
示
即
売

や
、石
央
地
域
（
浜
田
市・江
津
市
）

の
え
え
も
ん
う
ま
い
も
ん
市
、
陶
器

の
２
割
引
セ
ー
ル
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

日　

３
月
11
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

場　

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
江

津
市
）

問　

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
５
�
０
６
０
０
）

中
国
に
昔
か
ら
伝
わ
る
養
生
文
化

を
取
り
入
れ
、
春
の
体
力
作
り
に
役

立
つ
料
理
を
国
際
交
流
員
の
于う

せ
い清
さ

ん
と
一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か
。
手
羽

先
の
も
ち
米
ご
飯
、
昆
布
と
冬
瓜
の

ス
ー
プ
、
エ
リ
ン
ギ
の
和
え
物
を
作

り
ま
す
（
予
定
）。

対
象　

小
学
生
以
上

日　

３
月
17
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

場　

石
見
公
民
館　

調
理
室
・
和
室

定　
15
人

料　

６
０
０
円

会
員
・
中
学
生
以
下　

３
０
０
円

申
込
締
切
日　

３
月
14
日
㈬

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　

浜
田
国
際
交
流
協
会

（
☎
�
１
２
４
１
）

家
族
の
思
い
や
気
持
ち
を
自
由
に

語
り
合
え
る
場
で
す
。
自
死
遺
族
だ

け
で
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
遠

慮
な
く
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　

３
月
17
日
㈯　

午
後
２
時
～

場　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

　

事
務
局
（
☎
０
９
０
‐
４
６
９
２

　

‐
５
９
６
０
）

エ
ッ
セ
イ
、
小
説
、
詩
、
昔
話
な

ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
朗
読

し
ま
す
。
新
た
な
本
の
魅
力
に
出
会

い
ま
せ
ん
か
？

日　

３
月
17
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

中
央
図
書
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

朗
読
作
品

・
芥
川
龍
之
介
の
名
作
短
編

　
　

「
ト
ロ
ッ
コ
」

・
浜
田
を
舞
台
に
し
た
太
宰
治

　
　

「
葉
櫻
と
魔
笛
」

・
新
美
南
吉

　
　

「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」　　

ほ
か

料　

無
料

問　

朗
読
を
楽
し
む
会
「
波
」

佐
々
本
さ
ん　

午
後
６
時
以
降

（
☎
�
２
０
３
６
）

抱
腹
絶
倒
の
腹
話
術
の
人
形
劇

と
、
元
保
育
士
の
演
者
が
語
る
子
育

て
講
演
会
で
す
。

日　

３
月
18
日
㈰

・
人
形
劇　

午
後
４
時
～
５
時

・
講
演
会　

午
後
５
時
～
５
時
30
分

場　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

料
　

一
般　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

会
員　

無
料

問　

浜
田
お
や
こ
劇
場

（
☎
�
６
３
９
６
）

「
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
、
で
き

る
だ
け
長
く
住
み
続
け
た
い
」
と
い

う
多
く
の
人
の
願
い
を
実
現
す
る
こ

と
を
目
的
に
「
地
域
包
括
ケ
ア
の
取

組
」
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
と
お
し
て
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ん
と
一
緒
に
地
域
で
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
を

考
え
て
い
き
ま
す
。

日　

３
月
18
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

浜
田
合
同
庁
舎
２
階
大
会
議
室

内
容

・
講
演　
「
住
民
同
士
の
助
け
合
い

と
地
域
包
括
ケ
ア
」
池
田
昌
弘
さ

ん
（
全
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）

・
浜
田
圏
域
で
助
け
合
い
や
見
守
り

の
取
組
を
し
て
い
る
団
体
な
ど
に

よ
る
活
動
報
告

料　

無
料

申
・
問　

浜
田
保
健
所　

地
域
包
括

ケ
ア
推
進
ス
タ
ッ
フ　

今
若
さ
ん

（
☎
�
５
６
５
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

県
立
体
育
館前期

ス
ポ
ー
ツ
教
室

石
見
武
道
館前期

ス
ポ
ー
ツ
教
室

イ
ベ
ン
ト

石
州
和
紙
会
館　
廊
下
の
企
画
展

「
次
世
代
を
担
う

紙
漉
き
職
人
展
」

浜
田
郷
土
資
料
館
友
の
会

　
文
化
講
演
会

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

浜
田
公
民
館

作
品
展
示
会
・
縁
の
市

浜
田
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

マ
リ
ン
大
橋
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
地
場
産
業
祭

浜
田
国
際
交
流
協
会

中
国
料
理
教
室

～
春
の
養
生
に
中
国
料
理
を
～

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

　
　
　
　
亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

朗
読
を
楽
し
む
会
「
波
」

　
春
の
朗
読
会

浜
田
お
や
こ
劇
場　
人
形
劇

「
お
お
か
み
と

七
ひ
き
の
こ
や
ぎ
」

浜
田
圏
域

元
気
に
な
る

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
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次
の
期
間
は
全
館
休
業
し
ま
す
。

日
帰
り
入
浴
や
館
内
レ
ス
ト
ラ
ン
、

宴
会
な
ど
の
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

期
間　

３
月
30
日
㈮
～
４
月
１
日
㈰

問　

国
民
宿
舎
千
畳
苑

（
☎
�
１
２
５
５
）

青
少
年
健
全
育
成
事
業
の
一
環
と

し
て
開
催
し
ま
す
。

日　

３
月
21
日
㈷

午
後
０
時
30
分
～
３
時

場　

石
央
文
化
ホ
ー
ル

日　

３
月
25
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

集
合
場
所　

市
役
所
金
城
支
所

料　

２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　

下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０-
７
５
０
０-

９
６
３
７
）

　

東
野
圭
吾
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説

を
主
演
の
山
田
涼
介
さ
ん
と
西
田
敏

行
さ
ん
の
共
演
で
映
画
化
し
た
作
品

で
す
。

日　

４
月
８
日
㈰

①
午
前
10
時（
午
前
９
時
30
分
開
場
）

②
午
後
１
時（
午
後
０
時
15
分
開
場
）

③
午
後
３
時
30
分
（
午
後
３
時
15
分

開
場
）

・
特
別
企
画　

地
域
で
活
動
し
て
い

る
石
見
郷
土
研
究
懇
話
会
会
長
の

岩
町
功
さ
ん
の
講
演

　

午
後
０
時
30
分
～
０
時
50
分

観
光
・
文
化
交
流
協
定
を
結
ん
で

い
る
三
重
県
松
阪
市
へ
の
ご
縁
旅
を

今
年
も
企
画
し
ま
し
た
。
松
阪
市
ガ

イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
松

阪
市
の
街
（
驛
鈴
・
松
坂
城
跡
・
本

居
宣
長
記
念
館
な
ど
）を
巡
り
ま
す
。

日　

４
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰

（
１
泊
２
日
）

定　

先
着
20
人
程
度

料　

４
０
０
０
０
円
程
度

（
１
泊
２
食
含
む
）

申
込
締
切
日　

３
月
20
日
㈫

※　

行
程
や
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

浜
田
市
＊
松
阪
市
友
好
の

会
事
務
局
（
浜
田
市
観
光
協
会
）

（
☎
�
１
０
８
５
）

浜
田
市
は
、
第
12
代
浜
田
藩
主
松

平
康
定
公
が
国
学
者
本
居
宣
長
へ

贈
っ
た
驛
鈴
が
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
受
け
継
が
れ
て
い
る
三
重
県
松
阪

市
と
観
光
・
文
化
交
流
協
定
を
結
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
驛
鈴
の
原

型
は
隠
岐
の
島
町
に
あ
り
、
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

友
好
の
会
で
は
、
こ
の
３
市
町
の
友

好
の
証
と
し
て
驛
鈴
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

の
設
置
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の

機
運
を
盛
り
上
げ
る
た
め
「
驛
鈴
神

輿
」
を
石
州
浜
っ
子
春
ま
つ
り
で
一

緒
に
担
ぎ
ま
せ
ん
か
。

日　

４
月
29
日
㈷

申
込
締
切
日　

４
月
23
日
㈪

申
・
問　

浜
田
市
＊
松
阪
市
友
好
の

会
事
務
局
（
浜
田
市
観
光
協
会
）

（
☎
�
１
０
８
５
）

ポ
ー
ル
を
使
っ
た
快
適
な
歩
き
方

や
ス
ト
レ
ッ
チ
の
方
法
な
ど
、
基
礎

を
楽
し
く
学
び
な
が
ら
公
園
を
一
緒

に
歩
き
ま
せ
ん
か
。

日　
（
小
雨
決
行
）

３
月
18
日
㈰　

午
前
10
時
～
正
午

集
合
場
所　

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ

ン
タ
ー

講
師　

山
本
陸
記
さ
ん
（
日
本
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
公

認　

上
級
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

定　

先
着
30
人
程
度

料　

無
料

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
タ
オ

ル
・
飲
物
・
着
替
え
・
雨
具
・
ポ
ー

ル
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

ポ
ー
ル
の
無
料
レ
ン
タ
ル
も
あ

り
ま
す
。

申
・
問　

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
２
３
１
）

料　

一
般　
　
　
　
　

１
０
０
０
円

　
　

小
・
中
・
高
校
生　

５
０
０
円

申
・
問　

浜
田
亀
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
事
務
局
（
☎
�
０
６
０
０
）

・
石
央
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
祭

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場　

石
央
文
化
ホ
ー
ル　

大
ホ
ー
ル

料前
売
券　

一
般　
　
　

１
２
０
０
円

小
学
生
～
大
学
生　
　

６
０
０
円

当
日
券　

一
般　
　
　

１
４
０
０
円

小
学
生
～
大
学
生　
　

８
０
０
円

申
・
問　

石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

期
間　

５
月
７
日
㈪
ま
で

ペ
ン
ギ
ン
パ
レ
ー
ド

　

冬
限
定
の
オ
ウ
サ
マ
ペ
ン
ギ
ン
の

お
散
歩
タ
イ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

日　

３
月
31
日
㈯
ま
で
の
土
・
日
・

祝
日

午
後
０
時
30
分
～
（
約
15
分
）

※　

春
休
み
（
３
月
24
日
㈯
～
31
日

㈯
）
は
毎
日
開
催
し
ま
す
。

※　

ペ
ン
ギ
ン
の
体
調
や
天
候
に
よ

り
、
予
告
な
く
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

「
お
魚
さ
ん
に
あ
い
に
い
こ
う
！
」

ア
ク
ア
ス
の
裏
側
を
探
検
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

対
象　

未
就
学
児
と
保
護
者

日　

３
月
12
日
㈪

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場　

ア
ク
ア
ス
館
内

定　

先
着
30
人

料　

無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
方
法　

当
日
、
１
階
総
合
案
内

所
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

日
曜
講
座
「
早
春
の
磯
へ
生
き
物
さ

が
し
に
行
こ
う
！
」

　

ま
だ
冬
色
の
海
で
生
き
物
の
気
配

を
見
つ
け
ら
れ
る
か
な
？

日　

３
月
11
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午

場　

ア
ク
ア
ス
近
く
の
海

定　
30
人

料　

無
料

申
込
方
法　

電
話
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.aquas.or.jp

申
・
問　

学
習
交
流
係

（
☎
�
３
６
１
４
）

企
画
展
「
モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト
に
出
会

う 

５
つ
の
扉
‐
和
歌
山
県
立
近
代

美
術
館
名
品
展
」

　

和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
な
か
か
ら
、
佐
伯
祐
三

や
石
垣
栄
太
郎
、
川
口
軌
外
な
ど
、

絵
画
作
品
を
中
心
と
し
た
濃
厚
な
モ

ダ
ン
・
ア
ー
ト
の
名
品
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

出
品
作
品

　

佐
伯
祐
三
《
レ
・
ジ
ュ
・
ド
・
ノ

エ
ル
》
１
９
２
５
年　

和
歌
山
県

立
近
代
美
術
館
蔵　
　

ほ
か

日　

４
月
21
日
㈯
～
６
月
17
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分
（
展

示
室
へ
の
入
場
は
午
後
６
時
ま
で
）

休
館
日　

毎
週
火
曜
日

（
た
だ
し
、
５
月
１
日
は
開
館
）

場　

石
見
美
術
館
Ｄ

料一
般　
　

１
０
０
０
円（
８
０
０
円
）

大
学
生　
　

６
０
０
円（
４
５
０
円
）

小
中
高
生　

３
０
０
円（
２
５
０
円
）

※　
（　

）
内
は
、
20
人
以
上
の
団

体
料
金
で
す
。

※　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

及
び
介
助
者
は
入
場
無
料
で
す
。

グ
ラ
ン
ト
ワ
・
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス

・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
８

　

グ
ラ
ン
ト
ワ
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
芸

術
団
体
の
グ
ラ
ン
ト
ワ
・
ユ
ー
ス
・

コ
ー
ル
を
中
心
に
、
県
内
外
か
ら

ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団
が
集
結
し
、「
童

謡
」
を
テ
ー
マ
に
元
気
な
歌
声
を
響

か
せ
ま
す
。

出
演　

グ
ラ
ン
ト
ワ・ユ
ー
ス・コ
ー

ル
／
益
田
市
立
安
田
小
学
校
・
吉

田
小
学
校
・
高
津
小
学
校
合
唱

部
合
同
ユ
ニ
ッ
ト
「
リ
ト
ル
☆
ス

タ
ー
ズ
」
／
石
央
文
化
ホ
ー
ル
浜

田
少
年
少
女
合
唱
団
／
み
す
ゞ
少

年
少
女
合
唱
団
／
み
よ
し
Ｋ
Ｉ
Ｒ

Ｉ
Ｒ
Ｉ
児
童
合
唱
団
／
Ｉ
Ｊ
Ｃ
岩

国
市
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団

ゲ
ス
ト

　

む
さ
し
野
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団「
風
」

日　

３
月
25
日
㈰　

午
後
１
時
30
分

開
場　

午
後
１
時

場　

グ
ラ
ン
ト
ワ　

大
ホ
ー
ル

料　

全
席
自
由

一
般　

前
売
り　
　

５
０
０
円

　
　
　
　

当
日　
　
　

７
０
０
円

会
員　

前
売
り　
　

４
０
０
円

　
　
　
　

当
日　
　
　

６
０
０
円

未
就
学
児
無
料

シ
ロ
イ
ル
カ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
！

シ
ロ
イ
ル
カ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

プ
ー
ル
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事
が
完

了
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
し

ま
す
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
う
シ

ロ
イ
ル
カ
は
ア
ー
リ
ャ・シ
ー
リ
ャ・

ミ
ー
リ
ャ
の
親
子
３
頭
。
親
子
３
頭

に
よ
る
シ
ロ
イ
ル
カ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
は
国
内
初
と
な
り
ま
す
。

日　

３
月
24
日
㈯
か
ら

い
わ
み
ふ
れ
あ
い
の
磯

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
！

日　

３
月
16
日
㈮

ア
ク
ア
ス
春
祭
り
２
０
１
８

　

ア
ク
ア
ス
に
春
が
や
っ
て
き
た
！

石
見
の
お
い
し
い
味
が
大
集
合
！

石
見
神
楽
を
は
じ
め
、
様
々
な
ス

テ
ー
ジ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　

３
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

ア
ク
ア
ス
前
中
央
広
場

※　

天
候
に
よ
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

変
更
や
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

特
別
展
「
ヤ
ド
・
カ
リ
る
？
」

借
り
も
の
暮
ら
し
の
ヤ
ド
カ
リ
た

ち
の
秘
密
を
探
る
よ
！！

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

国
民
宿
舎
千
畳
苑

臨
時
休
業
の
お
知
ら
せ

亀
山
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

第
40
回
吹
奏
楽
の
集
い

第
１
８
６
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

幻
の
広
浜
鉄
道

（
安
芸
太
田
町
の
橋
山
駅

～
三
段
峡
駅
）
を
訪
ね
て

石
央
シ
ネ
マ
倶
楽
部

企
画
映
画
上
映
会

「
ナ
ミ
ヤ
雑
貨
店
の
奇
蹟
」

浜
田
市
＊
松
阪
市
友
好
の
会

伊
勢
国
松
坂
・
驛
鈴
が
繋つ

な

ぐ

ご
縁
旅

浜
田
市
＊
松
阪
市
友
好
の
会

「
驛
鈴
神み

こ
し輿

」
を

担
ぎ
ま
せ
ん
か

石
見
海
浜
公
園

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

施
設
か
ら
の
お
知
ら
せ

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
�
３
９
０
０
）

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）
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石
本
正
記
念
展
示
室
で
は
、「
石

本
正
作
品
選
Ⅳ
」
と
「
石
本
正　

心

の
眼
１
～
私
を
感
動
さ
せ
た
日
本
画

～
」
の
２
つ
の
展
覧
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
「
石
本
正
作
品
選
Ⅳ
」
で
は
、
当

館
に
収
蔵
し

て
い
る
膨
大

な
作
品
の
中

か
ら
36
点
を

展
示
し
、
石

本
正
の
95
年

の
生
涯
を
紹

介
し
て
い
ま

す
。

《ギャラリー展示》
「光の回廊　写真展」

期間　３月11日㈰まで
「心彩る　古布の四季」山本楷

の り

子
こ

　作品展
期間　３月24日㈯～４月１日㈰
※　最終日は午後２時まで

《次回展覧会のご案内》
【石本正記念展示室】
２０１８年度・石本正作品選１
【企画展示室】
石本正素描展「イタリアの思い出」
　期間　３月24日㈯～６月24日㈰

《イベント情報》
コトノブラザーズコンサート
　４月１日㈰　午後２時～３時30分

　石正美術館では、石本正の希望によって、絵の技術ではなく「絵
の心」を伝える教室が生まれました。「気軽に、楽しんで」とい
う石本の絵に対する姿勢や喜びを、参加者の皆さんと共に楽しむ
教室です。絵を描くのが好きという人はもちろん、初心者の人も
お気軽にご参加ください。

日時　３月10日㈯・11日㈰　　定員　先着30人
特別講師　池田知嘉子さん（日本画家　創画会准会員）　
内容　裸婦デッサン
料金　７５００円

　島根県内を中心に音楽活動・指導を行う杉本孝一さんと、その
門下生たちによるサックスコンサート。今年卒業を迎える生徒
や、音楽の道に進んだ卒業生が、新しい春に向けてそれぞれの思
いを込めて演奏します。
　日時　３月24日㈯　午後２時～４時
　場所　石正美術館創作室
　料金　入場無料

　

３
月
10
日
㈯
か
ら
企
画
展
「
遊
べ

る
木
の
お
も
ち
ゃ
展
」
を
開
催
し
ま

す
。

　

本
展
は
、
木
の
お
も
ち
ゃ
を
実
際

に
手
に
取
り
遊
び
な
が
ら
、
木
の
お

も
ち
ゃ
の
魅
力
を
存
分
に
味
わ
う
こ

と
の
で
き
る
内
容
で
す
。

●
会
場
い
っ
ぱ
い
に
広
げ
ら
れ
た

様
々
な
形
の
木
っ
端
を
組
み
合
わ

せ
、
積
み
木
や
迷
路
・
彫
刻
な
ど

の
遊
び
の
展
開
を
来
館
者
の
ア
イ

デ
ア
と
創
造
力
に
委
ね
自
由
に
体

験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー

■
石
見
神
楽
公
演

　

４
日
㈰　

日
脚
神
代
神
楽
社
中

11
日
㈰　

久
佐
西
組
神
楽
社
中

　
18
日
㈰　

周
布
鳶
巣
神
楽
保
存
会

時
間　

午
後
２
時
～
４
時

　
21
日
㈷　

午
前
の
部　

岡
㟢
神
楽
社
中

午
後
の
部　

岡
見
神
遊
座

時
間　

午
前
10
時
～
正
午

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　

３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

観
覧
料　

無
料

※　

こ
の
事
業
は
、
文
化
遺
産
総
合

活
用
推
進
事
業
で
実
施
し
ま
す
。

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
黒
板
づ
く
り
に
挑
戦
》

　

木
の
板
に
黒
板
塗
料
を
塗
っ
て
本

格
的
な
黒
板
を
作
ろ
う
。

◎
３
月
３
日
㈯

参
加
費　

５
０
０
円

《
エ
ビ
ス
の
鯛
づ
く
り
》

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
製
の
鯛
に
飾
り
を
付

け
る
よ
。
釣
っ
て
遊
ぼ
う
。

◎
３
月
４
日
㈰

参
加
費　

３
０
０
円

定
員　

先
着
25
人

《
ア
ニ
マ
ル
ボ
ー
ド
》

　

木
の
板
を
動
物
の
形
に
切
っ
て
絵

の
具
で
色
を
つ
け
る
よ
。

◎
３
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

参
加
費　

２
０
０
円

《
糸
ノ
コ
で
木
の
オ
ブ
ジ
ェ
づ
く
り
》

　

糸
ノ
コ
ギ
リ
の
機
械
を
使
っ
て
作

品
づ
く
り
に
挑
戦
し
よ
う
。

◎
３
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

参
加
費　

３
０
０
円

《
扇
子
づ
く
り
》

　

扇
子
に
ペ
ン
で
絵
を
描
い
て
デ
ザ

イ
ン
す
る
よ
。

◎
３
月
21
日
㈷

参
加
費　

３
０
０
円

定
員　

先
着
30
人

《
木
の
ビ
ー
ズ
と
布
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
》

　

麻
布
に
ビ
ー
ズ
と
毛
糸
を
引
っ
掛

け
て
作
る
よ
。

◎
３
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

参
加
費　

２
０
０
円

《
木
っ
端
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
》

　

木
片
で
す
て
き
な
ネ
ッ
ク
レ
ス
を

作
ろ
う
。

◎
３
月
31
日
㈯
・
４
月
１
日
㈰

参
加
費　

１
０
０
円

※　

い
ず
れ
の
活
動
も
午
後
１
時
か

ら
４
時
ま
で
。（
参
加
受
付
は
当

日
午
後
１
時
か
ら
３
時
30
分
ま
で

に
１
階
創
作
室
に
て
。）

３
月
の
休
館
日

月
曜
日　

５
日
・
12
日
・
19
日
・

　
　
　
　
26
日

振
替
休　
22
日
㈭

展
示
替　

６
日
㈫
～
９
日
㈮

●
磁
石
の
つ
い
た
木
の
ブ
ロ
ッ
ク
を

上
手
く
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
作
る
道

に
、
ビ
ー
玉
を
転
が
し
て
遊
ぶ
こ

と
の
で
き
る
迷
路
の
作
品

●
多
種
類
の
コ
マ
を
紹
介
す
る
コ
マ

ス
タ
ジ
ア
ム
も
再
登
場

会
期　

３
月
10
日
㈯
～
５
月
27
日
㈰

料
金　

一
般　
　
　
　
　

４
０
０
円

　
　
　

高
校
・
大
学
生　

３
０
０
円

　
　
　

小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

会
期　

３
月
４
日
㈰
ま
で

料
金　

一
般　
　
　
　
　

２
０
０
円

　
　
　

高
校
・
大
学
生　

１
０
０
円

　
　
　

小
学
・
中
学
生　
　

５
０
円

　

ま
た
、「
石
本
正 

心
の
眼
１
～
私

を
感
動
さ
せ
た
日
本
画
～
」
で
は
、

石
本
が
素
晴
ら
し
い
絵
だ
と
心
か
ら

感
動
し
て
選
び
、
石
正
美
術
館
に
収

蔵
さ
れ
た
約
１
５
０
点
の
現
代
日
本

画
家
の
作
品
の
中
か
ら
、
厳
選
し
た

17
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
中
で

も
、
暗
い
色
調
で
デ
フ
ォ
ル
メ
し
た

人
体
が
描
か
れ
た
、
画
家
・
小
嶋
悠

司
の
「
穢
土
…
源
生
」
は
、
一
見
恐

ろ
し
い
絵
の
様
で
あ
り
な
が
ら
、
生

涯
人
間
を
描
く
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し

て
、
生
と
死
を
見
つ
め
続
け
て
き
た

小
嶋
の
、
生
命
へ
の
力
強
い
祈
り
の

よ
う
な
も
の
が
身
体
中
に
伝
わ
っ
て

く
る
作
品
で
す
。

会
期　

　
【
石
本
正
記
念
展
示
室
】

　

石
本
正
作
品
選
Ⅳ

　
【
企
画
展
示
室
】

　

石
本
正 

心
の
眼
１
～
私
を
感
動

さ
せ
た
日
本
画
～

　

３
月
18
日
㈰
ま
で

料
金

　

一
般　
　

６
０
０
円（
５
０
０
円
）

　

高
大
生　

３
０
０
円（
２
４
０
円
）

　

小
中
生　

２
０
０
円（
１
６
０
円
）

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
さ
れ
た

入
場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は

無
料
で
す
。

展
示
替
え
休
館　

　

３
月
19
日
㈪
～
23
日
㈮

小嶋悠司「穢
え ど

土…源
げ ん せ い

生」2006年

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

掲載料　１か月10,000円
申込方法　申込書（本庁市長公室にあります。市ホー
ムページからダウンロードもできます。）に必要事
項を記入の上、持参又は郵送してください。

申込み・問い合わせ先
本庁市長公室広報係（☎�９１５１）

市ホームページに掲載する
バナー広告を募集しています 有

料

広

告

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.255

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

◎第５４回石本正絵画教室

◎サックスコンサート「それぞれの旅立ちvol.4」

遊
べ
る
木
の
お
も
ち
ゃ
展
開
催

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

３
月
の
イ
ベ
ン
ト

浜
田
こ
ど
も
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展

も
好
評
開
催
中
！

有

料

広

告
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貸出ベスト 10（平成 30 年１月期）
順位 タイトル 著者
1 蜜蜂と遠雷 恩田　陸
2 コンビニ人間 村田　沙耶香
3 異形のものたち 小池　真理子
4 この世の春　上 宮部　みゆき
５ この世の春　下 宮部　みゆき
６ 西郷どん !　前編 上製版 林　真理子
７ ウズタマ 額賀　澪
８ セブンズ ! 五十嵐　貴久
９ マスカレード・ナイト 東野　圭吾
10 意識のリボン 綿矢　りさ

　

図
書
館
に
利
用
者
登
録
を
し
て
い

る
人
は
、
進
学
・
就
職
・
転
勤
な
ど

で
住
所
や
電
話
番
号
な
ど
の
連
絡
先

な
ど
が
変
わ
っ
た
と
き
に
は
、
図
書

館
へ
の
届
け
出
も
忘
れ
ず
に
お
願
い

し
ま
す
。

　

小
さ
な
文
字
が
読
み
に
く
い
ひ
と

な
ど
の
た
め
に
通
常
よ
り
大
き
な
文

字
で
書
か
れ
て
い
る
「
大
活
字
本
」

と
い
う
本
が
あ
り
ま
す
。
中
央
図
書

館
で
も
入
口
近
く
に
小
説
な
ど
の
読

み
物
を
中
心
と
し
た
大
活
字
本
を
所

蔵
し
て
い
ま
す
。

　

通
常
の
単
行
本
１
冊
が
複
数
冊
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
小
さ
な
字
は
読

み
に
く
い
、
疲
れ
て
し
ま
う
と
感
じ

て
い
る
人
は
、
一
度
、
手
に
と
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

日
本
野
鳥
の
会
会
員
の
石
本
賢
治

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
中
央
図
書
館

周
辺
で
野
鳥
観
察
会
を
開
催
し
ま

す
。
普
段
、
見
過
ご
し
て
い
る
鳥
た

ち
の
愛
ら
し
く
、
美
し
い
姿
を
観
察

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

３
月
28
日
㈬　

　

午
前
10
時
～
正
午

集
合
場
所　

中
央
図
書
館
２
階
多
目

的
ホ
ー
ル

対
象　

市
内
小
学
校
４
～
６
年
生

定
員　

先
着
10
人

申
込
締
切
日　

３
月
23
日
㈮

申
込
方
法　

中
央
図
書
館
窓
口
又
は

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

雨
天
時
は
、
多
目
的
ホ
ー
ル
で

野
鳥
の
お
は
な
し
を
し
ま
す
。

品川裕香／著
岩崎書店　378ｼﾅ1
　この本は当事者と家族へのインタ
ビューなどをとおして、その症例と
支援方法を紹介する、ディスレクシ
アの入門書です。
　日本ではディスレクシアは長らく
認知されず、彼らは「怠けている」
「勉強ができない」と誤解されてき
ました。その苦しみは想像を絶する
もので、まさに「壮絶」のひと言。
　2003年の出版ですが、現況が改善
されていることを願います。２巻目
に本書に登場した当時者のその後も
書かれています（所蔵あり）。多く
の人に読んでほしい一冊です。

もよおし 開催日 時間 内容

中
央

おはなし会 毎週土 10:30
今月のテーマは「春をみつけたよ」
第 3土曜日は「楽しいデコレーション」
を開催。

おはなしタンポポ ４日㈰ 15:00 お話を覚えて語るストーリーテリング
電子紙芝居 10日㈯ 14:00「はなさかじいさん」ほか

古典のよみきかせ 11日㈰ 13:30「天
て ん こ

鼓」：天から降ってきた鼓をめぐる
悲しい少年の物語（中国のお話）

子ども映画会 18日㈰ 13:30「くまのがっこう　ジャッキーとパンやさん」
図書館シネマ 25日㈰ 13:30「スミス都へ行く」（アメリカ映画）
電子紙芝居 25日㈰ 14:00「マッ君とプーちゃん」ほか

金
城

おはなし会と楽し
いおりがみ教室 11日㈰ 10:00

大型絵本、紙芝居の読み聞かせと楽しいお
りがみ教室テーマ「音が鳴るぶんぶんごま
を作ろう♪」

旭 ブッくんタイム ７日㈬ 10:30 絵本の読み語りなど
三
隅

おはなし会と
ペタペタアートワーク 10日㈯ 10:30 絵本などの読み語りと楽しいかべの飾り付け

テーマ「モモの木におひなさまを飾ろう」

　

中
央
図
書
館
で
は
、
蔵
書
点
検
の

た
め
、
通
常
の
休
館
日
に
加
え
次
の

と
お
り
休
館
し
ま
す
。

蔵
書
点
検
に
伴
う
休
館
日

　

３
月
１
日
㈭
・
２
日
㈮

　
「
地
域
経
済
に
つ
い
て
学
ん
で
み

た
い
」「
働
く
中
で
法
律
の
知
識
が

必
要
だ
と
感
じ
た
」
と
い
う
経
験
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

島
根
県
立
大
学
で
は
、
開
講
し
て

い
る
科
目
の
う
ち
、
政
治
学
・
経
済

学
・
法
学
な
ど
多
く
の
科
目
を
社
会

人
の
皆
さ
ん
に
も
広
く
開
放
し
て
お

り
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
受
講
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

開
講
科
目
な
ど
詳
し
く
は
、
ア
ド

ミ
ッ
シ
ョ
ン
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

３
月
２
日
㈮
～
９
日
㈮

受
講
期
間　

４
月
～
９
月

問
い
合
わ
せ
先　

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

室
（
☎
�
２
２
０
３
）

　

平
成
29
年
度
は
、
約
２
２
０
本
の

卒
業
論
文
の
中
か
ら
、
10
本
が
優
秀

論
文
に
選
ば
れ
、
１
月
24
日
に
優
秀

卒
業
研
究
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
発
表
会
当
日
に
は
、
清
原
学
長

か
ら
執
筆
し
た
学
生
そ
れ
ぞ
れ
に
優

秀
賞
が
授
与
さ
れ
、
受
賞
し
た
８
人

が
卒
業
研
究
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
卒
業
研
究
の
作
成
に
取

り
掛
か
る
３
年
生
を
は
じ
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
も
熱
心
に
発
表
を
聞
い
て

い
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
12
月
１
日
、
外
務
省
が

実
施
す
る
「
日
中
植
林
・
植
樹
国
際

連
帯
事
業
」（「
日
中
青
少
年
等
交
流

事
業
」）
に
よ
り
、
中
国
大
学
生
友

好
交
流
訪
日
団
（
吉
林
省
分
団
）
大

学
生
45
人
が
島
根
県
を
訪
問
し
、
訪

問
団
受
入
れ
の
一
環
と
し
て
本
学
で

交
流
を
行
い
ま
し
た
。　

　

島
根
県
立
大
学
で
は
、
教
育
の
一

層
の
充
実
を
図
る
た
め
、「
島
根
県

立
大
学
未
来
ゆ
め
基
金
」
を
設
置

し
、
基
金
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
も
ら

え
る
個
人
・
法
人
・
団
体
な
ど
か
ら

の
寄
附
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
よ
り
こ
の
基
金
を
活

用
し
て
創
設
し
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ド
リ
ー
ム
・
ハ
ン
ト
」（
海
外
実
践

活
動
支
援
制
度
）
に
よ
り
、
学
生
３

団
体
が
韓
国・台
湾・フ
ィ
ジ
ー
へ
、

学
生
２
人
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
行
き
、

様
々
な
活
動
を
通
じ
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

寄
附
の
方
法
な
ど
を
記
載
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
市
役
所
本
庁
や
各

支
所
防
災
自
治
課
に
置
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
郵
送
も
し
ま
す
の
で
問

い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

基
金
設
置
の
趣
旨
に
ご
理
解
い
た

だ
き
、
引
き
続
き
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
島
根
県
立
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

財
務
課
（
☎
�
２
２
１
８
）

　

歓
迎
式
の
後
、
中
国
留
学
を
経
験

し
た
学
生
た
ち
が
中
国
語
で
島
根
県

と
本
学
の
紹
介
を
行
い
、
在
籍
す
る

留
学
生
は
、
浜
田
で
の
生
活
に
つ
い

て
発
表
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
訪
問

団
の
学
生
た
ち
が
流
暢
な
日
本
語
で

吉
林
省
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

ケ
イ
ン
教
授
に
よ
る
英
語
の
授
業

で
は
、
本
学
の
学
生
に
よ
る
石
見
神

楽
や
温
泉
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
な
ど
の
日

本
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

優秀賞を受賞した学生

吉林省訪問団の皆さんとの記念写真

植樹したモチノキ

優秀卒業研究発表会の様子

や
、
お
互
い
の
国
の
文
化
や
現
代
の

若
者
事
情
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。そ
の
ほ
か
、昼
食
交
流
会
で
は
、

本
学
の
よ
さ
こ
い
橙
蘭
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
訪
問
団
の
学
生
に
よ
る
太

極
拳
や
歌
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
披
露
さ
れ
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
日
中
相
互
理
解
の

一
層
の
促
進
と
、
植
樹
活
動
を
は
じ

め
中
国
の
大
学
生
が
環
境
や
防
災
意

識
の
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
最
後
に
、
日
本
と
中
国
、

島
根
県
と
吉
林
省
、
そ
し
て
、
両
国

の
学
生
の
関
係
が
よ
り
一
層
深
ま
る

こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
モ
チ
ノ
キ
を

植
樹
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
流
に
参
加
し
た
多
く
の

日
本
の
学
生
が
、
次
は
吉
林
に
行
っ

て
み
た
い
と
話
し
、
同
世
代
の
学
生

同
士
の
相
互
理
解
と
交
流
が
深
ま
る

貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

図書館情報
開館時間 　月の休館日

中央図書館 ☎�0480  9:00～19:00 10日㈪・24㈪
金城図書館 ☎�1823

 9:00～17:00
月曜日

旭図書館 ☎�1439
弥栄図書館 ☎�2258
三隅図書館 ☎�0338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）
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～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

図書館情報
開館時間 ３月の休館日

中央図書館 ☎�0480  9:00～19:00 12日㈪・26㈪
金城図書館 ☎�1823

 9:00～17:00 ５日㈪・12日㈪
19日㈪・26日㈪

旭図書館 ☎�1439
弥栄図書館 ☎�2258
三隅図書館 ☎�0338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）

住
所
が
変
更
し
た
と
き
は

図
書
館
へ
の
変
更
届
け
も

お
忘
れ
な
く

大
き
な
文
字
で
書
か
れ
た

「
大
活
字
本
」
を
ご
存
知

で
す
か
？

野
鳥
観
察
会
を
開
催
し
ま
す

司書のおすすめ

「怠けてなんかない！」
ディスレクシア 読む・書く・記憶
するのが困難なLDの子どもたち

蔵
書
点
検
に
伴
う
休
館
日

の
お
知
ら
せ

平
成
30
年
度
春
学
期（
４
月
開
講
）

科
目
等
履
修
生
・
聴
講
生
募
集

優
秀
卒
業
研
究
発
表
会

吉
林
省
訪
問
団
と
植
樹
を

行
い
ま
し
た

「
未
来
ゆ
め
基
金
」
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す



　30

世 帯 男 女 総 数
浜 田
金 城

旭
弥 栄
三 隅
合 計

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,710 19,196 21,382 40,578
金 城 1,895 2,082 2,215 4,297

旭 1,359 1,375 1,417 2,792
弥 栄 678 630 691 1,321
三 隅 2,862 2,904 3,206 6,110
合 計 26,504 26,187 28,911 55,098

人　口（１月末現在）

（単位：人）

●市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行便
入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・公民館などに備付け）などをご利用ください。

　金城農業青年クラブ（通称ＡＣスマイル）は、金城で農業に従事する又は従事
しようとする青年などがお互いに切磋琢磨する環境を作り、活動を通じて仲間づ
くりと世界的な視野を広げ、健全な農業経営の発展を図ることを目的に平成16年
３月に発足しました。
　現在は会員10人で活動し、金城だけでなく市内に在住する青年農業者が加入し
ています。活動は、さざんか祭りなどの地域のイベントで手作りピザやお餅の販
売、人手が足りない地域などの草刈り作業、交流を目的とした研修などがあり、
地域貢献や会員同士の交流に努めています。
　会員の皆さんは、「農業を取り巻く環境は、今後も厳しい状況が続くと思うが、
時間が合わないながらも交流の機会を増やし、会員同士の絆を深め頑張っていき
たい」と話していました。　

わがまち 再発見！

金城支所
☎42–1234

旭支所
☎45–1234

弥栄支所
☎48–2111

三隅支所
☎32–2800

編集・発行　浜田市市長公室
〒697–8501 島根県浜田市殿町１番地
☎0855–22–2612（代表）
▢ＦＡＸ0855–22–3091（FAX専用）

浜田市ホームページ
http://www.city.hamada.shimane.jp

メールアドレス
info@city.hamada.lg.jp

浜田市広報係 Facebook
http://www.facebook.com/koushitsu.hamada

金城農業青年クラブ


